
期
　
日
　
二
〇
一
九
年
十
月
十
二
日
（
土
）・
十
三
日
（
日
）

会
　
場
　
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

日
本
中
国
学
会
　
第
七
十
一
回
大
会
要
項

日
本
中
国
学
会

〈大会会場〉
関西大学千里山キャンパス

【アクセス】
・梅田（大阪）からのアクセス
　　阪急電鉄「梅田」駅から、「北千里」行で「関大前」駅
下車（この間約20分）。または京都「河原町」行（通勤特
急を除く）で「淡路」駅下車、「北千里」行に乗り換えて
「関大前」駅下車。北口から徒歩約 5分。
・地下鉄利用のアクセス
　　大阪メトロ堺筋線が阪急電鉄「淡路」駅を経て「北千
里」行で「関大前」駅に直通しています。
・新幹線「新大阪」駅からのアクセス
　　「新大阪」駅から大阪メトロ御堂筋線「梅田」方面行で
「西中島南方」駅下車、阪急電鉄「南方」駅から「淡路」
駅を経て「関大前」駅下車（この間約30分）。

〒564-8680　大阪府吹田市山手町 3 - 3 -35
関西大学　以文館 3階　KU-ORCAS内

日本中国学会第71回大会準備会
TEL：06-6368-1834　FAX：06-6368-0235

※当日連絡先：050-5891-2043
E-mail　japansinology71@hotmail.com
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拝
啓

　

時
下
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
中
国
学
会
第
七
十
一
回
大
会
を
、
来
る
十
月
十
二
日
（
土
）
及
び
十
三
日
（
日
）
の
両
日
に
わ
た
り
、
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ

ン
パ
ス
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。
特
別
講
演
会
及
び
関

西
大
学
所
蔵
貴
重
漢
籍
展
示
の
企
画
も
準
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
参
会
の
方
は
、
同
封
の
振
込
用
紙
を
使
用
し
、
必
要
な
項
目
に
○
印
を
つ
け
、
合
計
振
込
金
額
を
ご
記
入
の
う
え
、
二
〇
一
九
年
九
月
二

十
日
（
金
）
ま
で
に
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。
消
印
は
九
月
二
十
日
ま
で
を
有
効
と
し
、
振
替
受
領
証
を
も
っ
て
領
収
書
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
振
替
受
領
証
は
、
諸
会
費
支
払
い
済
の
証
明
書
と
し
て
受
付
に
て
ご
提
示
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
大
会
参
加
の
際
に

は
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

敬
具　

�　
　

二
〇
一
九
年
八
月
二
十
日

�

日
本
中
国
学
会
理
事
長　
　
　

金　
　
　

文　

京　

�

第
七
十
一
回
大
会
準
備
会
代
表　
　
　

吾　

妻　

重　

二　

会
員
各
位
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日本中国学会第七十一回大会
2019年10月11日（金）～13日（日）

日　　　時 行　　　事 会　　　場

11日
（金）

13：00 理事会
第 1学舎 1号館 3階 A301教室

15：00 評議員会

12日
（土）

9：30 受付開始 第 1学舎 5号館 3 階

10：00 開会式 第 1学舎 5号館 4 階　E401教室

10：30～
12：00

研究発表 （各会場）
Ⅰ．文学語学部会 第一会場　E401教室
Ⅱ．日本漢文部会
　　文学・語学部会 第二会場　E402教室

Ⅲ．哲学・思想部会 第三会場　E403教室

12：20 記念撮影 第 1学舎 5号館 4 階 テラス

12：30 各種委員会 第 1学舎 4号館 2 階 各教室

13：30～
14：30

研究発表 （各会場）
Ⅰ．文学・語学部会 第一会場　E401教室
Ⅱ．文学・語学部会 第二会場　E402教室
Ⅲ．哲学・思想部会 第三会場　E403教室

15：00～
17：00 特別講演会 第 1学舎 5号館 4 階　E401教室

17：20 総会 第 1学舎 5号館 4 階　E401教室

18：00 懇親会 第 1学舎 1号館 1 階　不二家食堂

13日
（日）

9：00 受付開始 第 1学舎 5号館 3 階

9：30～�
12：10

研究発表 （各会場）
Ⅰ．文学・語学部会 第一会場　E401教室
Ⅱ．文学・語学部会 第二会場　E402教室
Ⅲ．哲学・思想部会 第三会場　E403教室

12：10～
13：10 理事会 第 1学舎 5号館 2 階　E204教室

13：10～
15：10

パネルディスカッション
（次世代シンポジウム） 第一会場　E401教室

15：20 閉会式 第一会場　E401教室

◆�大会期間中、総合図書館 1階展示室で特別展「関西大学図書館所蔵の貴重
漢籍」を開催しております。ぜひご覧ください（46頁参照）。



―3―

◆各種委員会教室（第 1学舎 4号館 2 階）
　大会委員会：D208　　出版委員会：D209　　論文審査委員会：D210
　研究推進・国際交流委員会：D211　　広報委員会：D212
　選挙管理委員会：D213　　将来計画特別委員会：D214

◆大会本部（学会事務局／大会準備会控室）
　第 1学舎 5号館 3 階　E301教室

◆休憩室　　第 1学舎 5号館 2 階　E207・E208教室

◆当日受付／クローク　　第 1学舎 5号館 3 階／E304教室
　※�12日（土曜日）の荷物預かりは、午後 6時で終了いたします。特別講演

会・総会の後にお引き取りいただき、懇親会場にお進みください。懇親
会場には荷物置き場を設けます。

◆書店・出版社展示　　第 1学舎 5号館 3 階　E305・E306教室

第 1学舎 1号館 第 1学舎 5号館
（右手奥が 4号館）
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の会場・時間帯一覧表
第二会場

第 1学舎 5号館　E402
第三会場

第 1学舎 5号館　E403

12日
（土）

日本漢文／文学・語学部会 哲学・思想部会

10：30～11：00 Ⅱ- 1  余　祺琪（23） Ⅲ- 1  張　瀛子（33）

11：00～11：30 Ⅱ- 2  横山　俊一郎（24） Ⅲ- 2  藤田　衛（34）

11：30～12：00 Ⅱ- 3  孫　琳浄（25） Ⅲ- 3  王孫　涵之（35）

12：20 【記念撮影】5号館 4階テラス（雨天の場合は 1号館 2階）

12：30 【各種委員会】 4号館 2階各教室

13：30～14：00 Ⅱ- 4  叢　小榕（26） Ⅲ- 4  張　淑君（36）

14：00～14：30 Ⅱ- 5  平田　昌司（27）

18：00～ 【懇親会】第 1学舎 1号館 1階　不二家食堂

文学・語学部会 哲学・思想部会

13日
（日）

9：30～10：00 Ⅱ- 6  小川　主税（28） Ⅲ- 5  臧　魯寧（37）

10：00～10：30 Ⅱ- 7  鈴木　基子（29） Ⅲ- 6  二ノ宮　聡（38）

10：40～11：10 Ⅱ- 8  福家　道信（30） Ⅲ- 7  董　伊莎（39）

11：10～11：40 Ⅱ- 9  王　柳（31） Ⅲ- 8  孫　瑾（40）

11：40～12：10 Ⅱ-10 楊　冠穹（32）

12：10～13：10 【理事会】 5号館 2階　E204教室

◆ご案内
・キャンパス内は指定喫煙所のみ喫煙可能です。ご協力をお願いします。
・�12日（土）は学内の各生協食堂及びレストランが営業しています。またキ
ャンパス周辺にも飲食店がございます。

・�12日の各種委員会、13日の理事会の出席者には昼食弁当が出ますので、お
申し込み頂くには及びません。

・臨時託児室のご案内は50～51頁をご覧ください。
・構内の駐車場は利用できません。公共交通機関をご利用ください。
・�12日（土）昼の記念撮影は 5号館 4 階のテラスで行います。ふるってご参
加ください。
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研究発表・各種委員会等
第一会場

第 1学舎 5号館　E401

12日
（土）

10：00～10：20 【開会式】

文学・語学部会

10：30～11：00 Ⅰ- 1  栗山　雅央（13）

11：00～11：30 Ⅰ- 2  王　昊聰（14）

11：30～12：00 Ⅰ- 3  武　茜（15）

12：20 【記念撮影】5号館 4階テラス（雨天の場合は 1号館 2階）

12：30 【各種委員会】 4号館 2階各教室

13：30～14：00 Ⅰ- 4  乾　源俊（16）

14：00～14：30 Ⅰ- 5  荒川　悠（17）

15：00～17：00 【特別講演会】（41）

17：20～ 【総会】

18：00～ 【懇親会】第 1学舎 1号館 1階　不二家食堂

文学・語学部会

13日
（日）

9：30～10：00 Ⅰ- 6  陳　駿千（18）

10：00～10：30 Ⅰ- 7  表野　和江（19）

10：40～11：10 Ⅰ- 8  金　博男（20）

11：10～11：40 Ⅰ- 9  黄　詩琦（21）

11：40～12：10 Ⅰ-10 田中　雄大（22）

12：10～13：10 【理事会】 5号館 2階　E204教室

13：10～15：10
【パネルディスカッション】（次世代シンポジウム）（44）
〇橋本　秀美・葉　純芳・新田　元規・松川　雅信
　韓　淑婷

15：20～ 【閉会式】

※氏名欄の（数字）は発表要旨掲載頁

◆諸会費
・大会参加費　　　2,500円（事前申込の場合2,000円）
・懇親会費　　　　5,000円（院生3,000円）
・昼食弁当代　　　1,000円／一食
・記念写真代　　　1,000円
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日
本
中
国
学
会
第
七
十
一
回
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ⅰ　

第
一
会
場　
（
Ｅ
四
〇
一
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前　
　

文
学
・
語
学
部
会

Ⅰ

－

1　

班
氏
父
子
の
賦
作
に
見
る
「
賦
」
の
継
承
関
係
に
つ
い
て
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

	

栗
山　

雅
央
（
西
南
学
院
大
学
）

		


司
会　

原
田　

直
枝
（
南
山
大
学
）

Ⅰ

－

2　

陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
」
執
筆
と
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）

	

王　

昊
聰
（
九
州
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

柳
川　

順
子
（
県
立
広
島
大
学
）

Ⅰ

－

3　

六
朝
志
怪
に
見
え
る
韻
文
の
機
能
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）	

武　

茜
（
東
京
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

富
永　

一
登
（
安
田
女
子
大
学
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
後　
　

文
学
・
語
学
部
会

Ⅰ

－

4　

条
支
と
神
龍
（
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
）	

乾　

源
俊
（
大
谷
大
学
）

		


司
会　

谷
口　

眞
由
実
（
長
野
県
立
大
学
）
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Ⅰ

－

5　

劉
禹
錫
の
詩
作
意
識
―
「
董
氏
武
陵
集
紀
」
を
補
助
線
と
し
て
―
（
十
四
時
～
十
四
時
三
十
分
）

	

荒
川　

悠
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

土
谷　

彰
男
（
早
稲
田
大
学
）

特
別
講
演
会
（
十
五
時
～
十
七
時
）　
〔
共
催　

K
U
-O
RCA

S

（
関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）〕

　
　

中
国
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ

　

趣
旨
説
明　

東
ア
ジ
ア
文
献
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
現
状
とK

U
-O
RCA

S

の
目
指
す
も
の

	

内
田　

慶
市
（
関
西
大
学
）

　

講
演

　
　

一
、「
全
球
漢
籍
合
璧
工
程
」	

鄭　

傑
文
（
山
東
大
学
国
際
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
　

二
、「
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
実
際
」	

師　

茂
樹
（
花
園
大
学
）

　
　

三
、「
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
漢
文
の
文
法
解
析
」	

安
岡　

孝
一
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
前　
　

文
学
・
語
学
部
会

Ⅰ

－

6　

朝
鮮
銅
活
字
本
『
三
国
志
演
義
』
の
底
本
に
つ
い
て
（
九
時
三
十
分
～
十
時
）	

陳　

駿
千
（
関
西
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

井
口　

千
雪
（
九
州
大
学
）

Ⅰ

－
7　
『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
と
復
社
の
関
係
に
つ
い
て
（
十
時
～
十
時
三
十
分
）	

表
野　

和
江
（
鶴
見
大
学
）

		


司
会　

野
村　

鮎
子
（
奈
良
女
子
大
学
）
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Ⅰ

－

8　
「
猫
時
計
」
説
に
見
る
中
国
人
の
時
間
意
識
（
十
時
四
十
分
～
十
一
時
十
分
）	

金　

博
男
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

大
平　

桂
一
（
大
阪
府
立
大
学
）

Ⅰ

－

9　

東
西
文
明
の
「
偶
像
」
た
ち

―
雑
誌
『
学
衡
』
の
口
絵
の
世
界
（
十
一
時
十
分
～
十
一
時
四
十
分
）

	

黄　

詩
琦
（
京
都
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

加
部　

勇
一
郎
（
立
命
館
大
学
）

Ⅰ

－

10　

廃
名
詩
論
に
お
け
る
作
者
と
い
う
個
人
主
体
（
十
一
時
四
十
分
～
十
二
時
十
分
）	

田
中　

雄
大
（
東
京
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

松
浦　

恆
雄
（
大
阪
市
立
大
学
）

十
月
十
三
日
（
日
）
午
後

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）　
（
十
三
時
十
分
～
十
五
時
十
分
）

　

近
世
『
家
礼
』
研
究

―
文
献
と
儀
礼
実
践
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
橋
本　

秀
美
（
青
山
学
院
大
学
）

	

葉　

純
芳 　
（
北
京
大
学
）

	

新
田　

元
規
（
徳
島
大
学
）

	

松
川　

雅
信
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

	

韓　

淑
婷 　
（
九
州
大
学
大
学
院
）
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Ⅱ　

第
二
会
場　
（
Ｅ
四
〇
二
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前　
　

日
本
漢
文
／
文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ

－

1　

佐
藤
直
方
の
朱
子
理
解
に
つ
い
て

―
そ
の
道
体
論
を
中
心
に
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

	

余　

祺
琪
（
東
洋
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

垣
内　

景
子
（
明
治
大
学
）

Ⅱ

－

2　

泊
園
書
院
関
係
碑
文
に
み
る
藤
澤
南
岳
の
実
業
観
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）	

横
山　

俊
一
郎
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

		


司
会　

矢
羽
野　

隆
男
（
四
天
王
寺
大
学
）

Ⅱ

－

3　
『
八
犬
伝
』
犬
士
列
伝
の
構
想
に
関
す
る
一
考
察
―
『
水
滸
伝
』
の
受
容
を
通
し
て
―
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）

	

孫　

琳
浄
（
京
都
府
立
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

長
尾　

直
茂
（
上
智
大
学
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
後　
　

文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ

－

4　

文
化
大
革
命
期
の
芸
術
作
品
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
普
遍
的
芸
術
性
及
び
解
釈
の
多
面
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
音
楽
を
中
心
に

―
（
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
）	

叢　

小
榕
（
明
星
大
学
）

		


司
会　

牧　

陽
一
（
埼
玉
大
学
）

Ⅱ
－

5　

晩
清
・
民
国
初
期
に
お
け
る
電
話
と
言
語
（
十
四
時
～
十
四
時
三
十
分
）	

平
田　

昌
司
（
京
都
大
学
）

		


司
会　

内
田　

慶
市
（
関
西
大
学
）
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十
月
十
三
日
（
日
）
午
前　
　

文
学
・
語
学
部
会

Ⅱ

－

6　

反
響
す
る
「
中
国
青
年
」
と
い
う
声
―
張
愛
玲
「
茉
莉
香
片
」
に
お
け
る
男
性
世
界
へ
の
拘
泥
（
九
時
三
十
分
～
十
時
）

	

小
川　

主
税
（
大
阪
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

濱
田　

麻
矢
（
神
戸
大
学
）

Ⅱ

－

7　

張
愛
玲
の
自
伝
的
小
説
『
小
団
円
』
に
つ
い
て

―
米
国
人
の
夫
汝
狄
と
そ
の
モ
デ
ル
、
ラ
イ
ヤ
の
比
較
を
中
心
に
（
十
時
～
十
時
三
十
分
）

	

鈴
木　

基
子
（
日
本
大
学
）

		


司
会　

濱
田　

麻
矢
（
神
戸
大
学
）

Ⅱ

－

8　

沈
従
文
の
物
質
文
化
史
研
究

―
銅
鏡
へ
の
興
味
（
十
時
四
十
分
～
十
一
時
十
分
）	

福
家　

道
信
（
近
畿
大
学
）

		


司
会　

齊
藤　

大
紀
（
富
山
大
学
）

Ⅱ

－

9　

八
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
民
族
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
諸
相
―
「
ル
ー
ツ
文
学
」
の
場
合
（
十
一
時
十
分
～
十
一
時
四
十
分
）

	

王　

柳
（
東
京
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

加
藤　

三
由
紀
（
和
光
大
学
）

Ⅱ

－

10　

韓
寒
と
「
知
識
人
文
学
」：「
八
〇
後
」
か
ら
見
る
中
国
同
時
代
の
文
学
像
（
十
一
時
四
十
分
～
十
二
時
十
分
）

	

楊　

冠
穹
（
関
西
外
国
語
大
学
）

		


司
会　

千
野　

拓
政
（
早
稲
田
大
学
）
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Ⅲ　

第
三
会
場　
（
Ｅ
四
〇
三
教
室
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
前　

哲
学
・
思
想
部
会

Ⅲ

－

1　

鄭
玄
の
『
周
礼
』
注
釈
に
お
け
る
漢
の
制
度
を
め
ぐ
る
言
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
中
国
の
儒
教
経
学
に
お
け
る
「
古
」
と
「
今
」
に
つ
い
て
（
十
時
三
十
分
～
十
一
時
）

	

張　

瀛
子
（
東
京
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

渡
邉　

義
浩
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅲ

－

2　

李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』
の
流
伝
に
つ
い
て
（
十
一
時
～
十
一
時
三
十
分
）	

藤
田　

衛
（
広
島
大
学
）

		


司
会　

辛　

賢
（
大
阪
大
学
）

Ⅲ

－

3　

北
宋
初
期
に
お
け
る
「
注
疏
の
学
」
―
邢
昺
『
論
語
正
義
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
（
十
一
時
三
十
分
～
十
二
時
）

	

王
孫　

涵
之
（
京
都
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

𢎭　

和
順
（
北
海
道
大
学
）

十
月
十
二
日
（
土
）
午
後　

哲
学
・
思
想
部
会

Ⅲ

－

4　

学
者
と
し
て
の
梁
啓
超
―
日
中
の
新
資
料
か
ら
見
た
晩
年
の
梁
啓
超
像
（
十
三
時
三
十
分
～
十
四
時
）

	

張　

淑
君
（
広
島
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

陳　

捷
（
東
京
大
学
）
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十
月
十
三
日
（
日
）
午
前　

哲
学
・
思
想
部
会

Ⅲ

－

5　

葛
洪
の
人
間
観
に
つ
い
て
―
尚
賢
思
想
を
中
心
に
―
（
九
時
三
十
分
～
十
時
）	

臧　

魯
寧
（
京
都
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

二
階
堂　

善
弘
（
関
西
大
学
）

Ⅲ

－

6　

碧
霞
元
君
関
連
宝
巻
か
ら
見
る
明
末
清
初
の
北
京
の
民
間
信
仰
（
十
時
～
十
時
三
十
分
）

	

二
ノ
宮　

聡
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

		


司
会　

森　

由
利
亜
（
早
稲
田
大
学
）

Ⅲ

－

7　

鬼
と
疫
病
の
関
係
再
考
（
十
時
四
十
分
～
十
一
時
十
分
）	

董　

伊
莎
（
関
西
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

酒
井　

規
史
（
慶
應
義
塾
大
学
）

Ⅲ

－

8　

病
と
巫

―
「
與
鬼
交
」
を
中
心
に
（
十
一
時
十
分
～
十
一
時
四
十
分
）	

孫　

瑾
（
広
島
大
学
大
学
院
）

		


司
会　

大
形　

徹
（
大
阪
府
立
大
学
）
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発
表
要
旨

第
一
会
場

Ⅰ

－

1　

班
氏
父
子
の
賦
作
に
見
る
「
賦
」
の
継
承
関
係
に
つ
い
て	

栗
山　

雅
央
（
西
南
学
院
大
学
）

　

班
彪
（
字
叔
皮
、
三
～
五
四
）・
班
固
（
字
孟
堅
、
三
二
～
九
二
）・
班
昭
（
字
恵
班
、
曹
大
家
、
四
九
～
一
二
〇
）
父
子
は
、
そ
の
賦
作
品
が
『
文
選
』

に
採
録
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
漢
代
を
代
表
す
る
文
人
一
族
で
あ
る
。
こ
の
『
文
選
』
所
収
の
班
氏
父
子
の
賦
作
の
中
で
も
、
班
彪
「
北

征
賦
」（
巻
九
）・
班
固
「
幽
通
賦
」（
巻
十
四
）・
曹
大
家
「
東
征
賦
」（
巻
九
）
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
文
・
原
田
直
枝
・
釜
谷
武
志
氏
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
諸
賦
作
品
に
対
す
る
本
文
の
字
句
の
運
用
や
作
品
の
構
成
に
基
づ
い
た
分
析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
各
作
品
間
の
関
係
性
に

対
す
る
考
察
が
中
心
で
あ
り
、
班
氏
父
子
の
賦
作
全
体
へ
と
拡
大
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
に
殆
ど
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

本
発
表
は
、
上
掲
の
班
氏
父
子
の
賦
作
品
を
主
な
対
象
と
し
て
、
彼
ら
に
共
通
す
る
特
徴
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
実
作
面
で
の
影
響
関
係
を
明
確
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
釜
谷
氏
も
指
摘
す
る
「
幽
通
賦
」
と
「
東
征
賦
」
に
つ
い
て
、「
幽
通
賦
」
に
施
さ
れ
た
曹
大
家
注
を
媒
介
と
し
て
そ

の
関
係
性
を
全
面
的
に
確
認
す
る
。
ま
た
、
諸
作
品
に
共
通
し
て
作
品
の
結
末
部
分
に
配
置
さ
れ
る
「
乱
辞
」
の
比
較
を
通
じ
て
、
各
作
品
の
継
承
関
係
を

確
認
す
る
。
以
上
の
作
業
か
ら
、
班
氏
父
子
の
賦
作
を
包
括
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
の
考
察
結
果
と
併
せ
て
、
上
掲
の
先
行
研
究
で
も
頻
繁
に
言
及
さ
れ
る
劉
歆
（
約
前
五
〇
～
二
三
）「
遂
初
賦
」（『
古
文
苑
』
巻
五
）
と
の
関
連
に
つ

い
て
も
、
た
だ
作
品
間
の
関
係
性
を
確
認
す
る
だ
け
で
な
く
、
彼
ら
の
文
学
創
作
に
対
す
る
意
識
の
影
響
関
係
を
も
含
め
て
、
劉
歆
が
班
氏
父
子
の
賦
作
に

果
た
し
た
役
割
を
確
認
し
た
い
。

　

漢
代
の
賦
作
の
全
体
像
を
探
ろ
う
と
す
る
場
合
、
従
来
は
揚
雄
の
「
詩
人
之
賦
・
辞
人
之
賦
」
や
班
固
の
「
賦
者
、
古
詩
之
流
」
な
ど
の
概
念
的
評
語
に

基
づ
く
傾
向
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
本
発
表
を
通
じ
て
、
前
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て
賦
が
ど
の
よ
う
に
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
実
作
面
か
ら
論
証
す
る
こ

と
で
、
賦
文
学
史
研
究
の
更
な
る
充
実
が
図
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
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Ⅰ

－

2　

陸
機
「
弔
魏
武
帝
文
」
執
筆
と
そ
の
後
の
変
化
に
つ
い
て	

王　

昊
聰
（
九
州
大
学
大
学
院
）

　

陸
機
の
「
弔
魏
武
帝
文
」
は
、『
文
選
』
巻
六
十
に
収
録
さ
れ
、
更
に
『
文
心
雕
龍
』
哀
弔
篇
に
も
言
及
が
あ
る
彼
の
代
表
作
の
一
つ
で
あ
る
。
近
代
日
本

に
お
い
て
も
、
狩
野
直
喜
が
「
予
が
尤
も
愛
読
す
る
も
の
は
、『
弔
魏
武
帝
文
』
な
り
」
と
述
べ
る
な
ど
評
価
は
高
い
。
こ
の
弔
文
に
関
す
る
先
行
研
究
は
多

い
が
、
陸
機
の
曹
操
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
定
説
が
な
い
。
例
え
ば
黄
侃
は
、
こ
の
弔
文
は
「
誚
辱
武
帝
」
と
説
き
な
が
ら
、
そ
の
本
意
は

複
雑
で
、「
意
之
多
雑
精
義
堅
深
甚
矣
」
と
認
め
て
い
る
。
こ
の
弔
文
は
、
魏
武
帝
の
功
績
を
称
賛
す
る
と
い
う
公
的
な
側
面
を
持
つ
と
同
時
に
、
人
間
曹
操

が
臨
終
に
際
し
て
周
囲
の
者
に
吐
露
し
た
極
め
て
私
的
な
感
情
を
も
描
き
出
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
注
目
す
る
問
題
点
は
二
点
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
陸
機
が
魏
武
帝
曹
操
に
対
し
て
如
何
な
る
感
情
を
懐
い
て
い
た
か
。
陸
機
は
、
果
た
し
て

何
を
目
的
と
し
て
こ
の
弔
文
を
執
筆
し
よ
う
と
し
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
二
つ
目
の
問
題
と
し
て
考
え
た
い
の
が
、
さ
き
に
述
べ
た

よ
う
な
臨
終
に
際
し
て
の
曹
操
の
私
的
な
言
動
を
採
り
上
げ
た
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
弔
文
の
序
に
拠
れ
ば
、
元
康
八
年
（
二
九
八
）
著
作
郎
と
し
て
晋
朝
に
仕
え
た
陸
機
は
、
宮
中
の
秘
閣
に
蔵
さ
れ
て
い
た
曹
操
の
遺
令
四
条
を
目
睹

し
、
大
い
に
歎
息
し
、
傷
懐
す
る
こ
と
久
し
き
に
及
ん
だ
と
い
う
。
こ
の
時
の
驚
き
が
、
陸
機
の
直
接
の
執
筆
動
機
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
そ
も
そ
も
亡
国
呉
の
遺
臣
と
し
て
晋
朝
に
召
し
か
か
え
ら
れ
た
彼
が
、
か
か
る
「
英
雄
の
死
」
の
真
実
の
姿
に
接
し
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
そ

し
て
、
そ
の
後
（
約
五
年
間
）
の
彼
の
創
作
活
動
に
如
何
な
る
影
を
落
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
問
題
と
言
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
陸
機
晩
年
の
死
生
観
と
と
も
に
、
そ
の
創
作
態
度
の
変
化
を
可
能
な
限
り
跡
付
け
て
ゆ
き
た
い
。
そ
し
て
、
更
に
「
そ
の
後
」、
つ
ま
り
陸

機
没
後
東
晋
に
遷
っ
て
以
後
の
曹
操
像
お
よ
び
文
学
作
品
に
表
明
さ
れ
る
死
生
観
に
お
い
て
、
こ
の
弔
文
が
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
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Ⅰ

－

3　

六
朝
志
怪
に
見
え
る
韻
文
の
機
能	

武　

茜
（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

西
晋
王
朝
が
滅
び
た
後
、
三
一
七
年
に
東
晋
が
建
康
に
お
い
て
建
国
し
、
こ
の
時
代
か
ら
『
捜
神
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
志
怪
書
が
盛
ん
に
編
纂
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
経
籍
志
」
で
は
、
こ
れ
ら
の
書
が
史
部
に
分
類
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
正
史
で
は
な
く
、
人
間
社
会
や
自
然
界
に
起

き
た
怪
異
事
件
や
不
思
議
な
自
然
現
象
を
記
録
す
る
。

　

近
年
の
志
怪
書
に
関
す
る
研
究
に
よ
れ
ば
、
志
怪
書
が
様
々
な
怪
奇
事
物
を
記
す
の
は
単
な
る
娯
楽
の
た
め
で
は
な
い
。
話
の
取
捨
選
択
や
言
葉
遣
い
な

ど
を
考
察
し
た
結
果
、
志
怪
書
は
編
纂
者
の
考
え
方
、
さ
ら
に
政
治
的
意
図
を
反
映
し
得
る
、「
史
的
」
な
性
格
を
持
つ
書
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
内
容
の
面
か
ら
考
え
れ
ば
、
志
怪
に
は
「
実
用
的
」
な
側
面
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
六
朝
の
志
怪
に
は
意
図
の
伝
達
に
関
わ
り
な
い

よ
う
に
見
え
る
韻
文
が
散
見
す
る
。

　

志
怪
書
に
出
る
韻
文
は
常
に
散
文
と
組
み
合
わ
せ
て
記
録
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
、
讖
謡
に
つ
い
て
の
出
来
事
の
よ
う
に
、
韻
文
（
讖
謡
）
に
主
眼
が
置
か

れ
る
話
も
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
散
文
が
物
語
を
展
開
す
る
役
割
を
担
い
、
韻
文
が
副
次
的
な
部
分
を
構
成
す
る
話
も
あ
る
。
例
え
ば
『
幽
明
録
』
に
見
え
る
「
水

底
弦
歌
」
の
話
に
お
い
て
、
梁
上
翁
の
歌
は
韻
文
の
形
で
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
類
似
す
る
話
は
『
北
堂
書
鈔
』
引
『
志
怪
』
に
も
見
え
る
が
、
後
者

で
は
宴
の
場
面
と
歌
の
内
容
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
類
書
に
引
用
さ
れ
る
際
に
生
じ
た
異
同
か
も
し
れ
な
い
が
、
宴
と
韻
文
の
部
分
が
な
く
と
も
話

の
展
開
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、「
郭
長
生
」
の
話
に
見
え
る
よ
う
な
文
字
遊
戯
は
、
な
く
て
も
物
語
が
成
立
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
人
物
の
身
分
に
関
す
る
情
報
が
補
完
さ
れ
る
機
能
を
持
つ
韻
文
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
物
語
の
叙
述
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
韻
文
を
記
録
す
る
こ
と
で
如
何
な
る
差
異
が
生
じ
る
の
か
、
ひ
い
て
は
韻
文
と
散
文
が
そ
れ
ぞ
れ

ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
、
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
今
回
の
発
表
で
は
志
怪
に
見
え
る
韻
文
を
中
心
と
し
て
、
物
語
の
構
造
の
面
か
ら
六
朝
志
怪

の
特
徴
を
検
討
し
た
い
。
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4　

条
支
と
神
龍	

乾　

源
俊
（
大
谷
大
学
）

　

李
白
先
祖
流
謫
の
地
を
李
陽
冰
「
草
堂
集
序
」
は
「
条
支
」、
范
伝
正
「
唐
左
拾
遺
翰
林
学
士
李
公
新
墓
碑
序
」
は
「
砕
葉
」
と
す
る
。「
砕
葉
」
は
玄
奘

三
蔵
の
『
大
唐
西
域
記
』
に
「
素
葉
水
城
」
と
し
て
見
え
る
。「
条
支
」
は
『
史
記
』
大
宛
伝
に
、
張
騫
が
使
い
し
た
大
月
氏
の
西
数
千
里
に
あ
る
安
息
国
、

そ
の
さ
ら
に
西
数
千
里
に
あ
る
国
と
し
て
名
が
見
え
る
。「
安
息
在
大
月
氏
西
可
数
千
里
。
…
条
枝
在
安
息
西
数
千
里
、
臨
西
海
」。
張
騫
が
実
見
し
た
の
は

大
宛
や
大
月
氏
、
ほ
か
大
夏
と
康
居
ま
で
。
そ
の
先
は
伝
聞
に
か
か
り
、
安
息
国
は
と
も
か
く
、
条
支
国
に
つ
い
て
は
相
応
に
不
確
か
な
情
報
と
な
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
李
陽
冰
が
こ
の
地
名
を
用
い
る
の
は
、『
史
記
』
が
続
け
て
「
安
息
長
老
伝
聞
、
条
枝
有
弱
水
・
西
王
母
、
而
未
嘗
見
」
と
記
す
の
に
よ
る
だ

ろ
う
。
索
隠
引
く
『
括
地
図
』
に
「
崑
崙
弱
水
非
乗
龍
不
至
。
有
三
足
神
烏
、
為
王
母
取
食
」
等
に
よ
れ
ば
、
条
支
は
崑
崙
・
弱
水
の
あ
る
神
仙
に
ゆ
か
り

の
地
と
目
せ
ら
れ
る
。
李
白
一
家
を
そ
う
し
た
伝
説
に
彩
ら
れ
た
土
地
か
ら
の
帰
還
者
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
出
生
を
老
子
に
な
ぞ
ら
え
る
の
と
お
な
じ
意

図
に
基
づ
く
、
と
言
え
そ
う
だ
。
し
か
し
李
陽
冰
の
用
意
は
も
う
少
し
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
張
騫
に
よ
る
上
述
の
情
報
は
漢

の
武
帝
を
第
一
の
受
け
手
と
し
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
武
帝
の
崑
崙
山
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
考
え
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
福
永
光
司
「
道

教
に
お
け
る
天
神
の
降
臨
授
誡
」（『
道
教
思
想
史
研
究
』）
に
よ
れ
ば
、「
…
崑
崙
山
に
神
霊
が
集
ま
り
、
上
帝
太
一
の
天
神
が
こ
の
山
に
居
所
を
置
き
、
得

道
の
神
人
真
仙
が
ま
た
そ
こ
に
集
止
す
る
と
い
う
思
想
信
仰
は
、
…
そ
の
源
流
も
し
く
は
原
型
を
漢
の
武
帝
の
上
帝
太
一
神
の
祭
祀
と
そ
れ
に
密
接
な
関
連

を
も
つ
崑
崙
山
の
神
仙
信
仰
に
跡
づ
け
る
の
が
、
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
」
と
。

　

従
来
説
が
、
謫
居
の
地
「
条
支
」
を
偽
と
し
な
が
ら
帰
還
の
年
号
「
神
龍
」
始
め
（
七
〇
五
）
を
真
と
し
、
李
白
実
際
の
生
年
「
大
足
」
元
年
（
七
〇
一
）

か
ら
出
生
地
を
西
域
と
す
る
の
は
、
無
理
な
推
論
で
あ
る
。「
条
支
」
か
ら
の
帰
還
と
出
生
・
李
氏
復
姓
、「
神
龍
」
を
め
ぐ
る
記
述
を
ど
う
読
む
か
。
所
見

を
述
べ
た
い
。
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5　

劉
禹
錫
の
詩
作
意
識
―
「
董
氏
武
陵
集
紀
」
を
補
助
線
と
し
て
―	

荒
川　

悠
（
筑
波
大
学
大
学
院
）

　

本
発
表
は
中
唐
詩
人
劉
禹
錫
の
生
涯
に
通
底
す
る
詩
作
に
対
す
る
意
識
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
劉
禹
錫
詩
研
究
に
お
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
る

劉
詩
は
、
主
に
①
「
寓
言
詩
」
を
中
心
と
し
た
諷
諭
詩
、
②
風
土
や
風
俗
を
描
く
こ
と
に
特
化
し
た
詩
、
③
白
居
易
と
の
唱
和
詩
、
④
詠
懐
詩
に
つ
い
て
で

あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
れ
ら
は
別
々
に
考
察
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

本
発
表
の
眼
目
は
劉
禹
錫
の
詩
を
全
体
的
に
捉
え
、
彼
の
詩
作
意
識
に
一
貫
性
が
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
点
に
あ
る
。
そ
れ
を
闡
明
す
る
た
め
に
劉
禹
錫

が
元
和
七
年
（
八
一
二
）
頃
に
著
し
た
「
董
氏
武
陵
集
紀
」
を
読
み
解
い
て
ゆ
く
。
そ
し
て
そ
こ
に
示
さ
れ
た
詩
作
意
識
が
自
身
の
詩
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
を
制
作
年
代
の
異
な
る
何
篇
か
の
詩
を
取
り
上
げ
て
具
体
的
に
分
析
す
る
。

　
「
董
氏
武
陵
集
紀
」
の
中
で
劉
禹
錫
は
建
安
年
間
か
ら
永
明
年
間
の
詩
を
肯
定
的
に
捉
え
、
六
朝
詩
人
の
よ
う
に
互
い
に
競
っ
て
詩
作
し
合
う
営
為
が
、
唐

王
朝
に
お
い
て
は
「
国
朝
」
の
「
粲
然
復
興
」
を
齎
し
た
と
い
う
。
同
時
に
安
史
の
乱
以
降
文
官
が
尊
ば
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
、
政
治
に
お
け
る

詩
の
重
要
性
を
説
く
。

　

詩
と
政
治
に
つ
い
て
、
①
・
②
は
儒
教
経
典
お
よ
び
『
漢
書
』
芸
文
志
に
則
っ
た
詩
作
で
あ
り
そ
の
政
治
性
は
明
瞭
だ
。
③
・
④
に
つ
い
て
、
③
の
通
り

劉
禹
錫
と
白
居
易
は
唱
和
を
し
合
っ
た
が
、
両
者
は
過
去
に
な
い
表
現
を
追
求
し
合
っ
た
と
い
う
。
④
を
代
表
す
る
「
金
陵
五
題
」
詩
の
序
に
そ
の
詩
の
表

現
が
白
居
易
を
感
嘆
さ
せ
た
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
白
居
易
は
劉
禹
錫
詩
の
表
現
に
着
目
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
劉
詩
の
表
現
に
つ
い
て
白
居
易
は
「
文
章

微
婉
我
知
丘
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
劉
禹
錫
が
白
居
易
と
の
本
格
的
な
唱
和
を
始
め
た
ば
か
り
の
頃
に
、
劉
が
「
酬
楽
天
揚
州
初
逢
席
上
見
贈
」
詩
で
自
身

の
政
治
的
不
遇
を
白
居
易
に
絡
め
て
仄
め
か
す
内
容
か
ら
言
わ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。「
微
婉
」
が
持
つ
意
味
合
い
は
①
・
②
同
様
に
政
治
性
を
端
的
に
示
す

も
の
で
あ
る
。
白
居
易
は
劉
禹
錫
詩
か
ら
①
～
④
を
貫
く
詩
作
意
識
を
見
出
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
劉
禹
錫
が
①
～
④
を
詠
じ
た
詩
作
意
識
に
は
一

貫
性
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
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朝
鮮
銅
活
字
本
『
三
国
志
演
義
』
の
底
本
に
つ
い
て	

陳　

駿
千
（
関
西
大
学
大
学
院
）

　

朝
鮮
銅
活
字
本
『
三
国
志
演
義
』
の
残
本
（
以
下
、「
銅
活
字
本
」）
は
、
近
年
、
韓
国
で
発
見
さ
れ
、『
三
国
志
演
義
』
版
本
研
究
の
新
た
な
地
平
を
開
い

た
。
こ
の
銅
活
字
本
が
発
見
さ
れ
て
以
来
、
関
連
研
究
は
順
次
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
成
立
時
期
、
刊
行
経
緯
、
版
本
学
上
の
位
置
づ
け
な
ど
の

諸
問
題
に
関
し
て
は
、
ま
だ
定
説
が
少
な
い
。
こ
の
銅
活
字
本
の
底
本
に
つ
い
て
は
、「
周
曰
校
甲
本
を
底
本
に
、
嘉
靖
壬
午
本
を
参
照
し
て
さ
ら
な
る
校
勘

を
施
し
た
版
本
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
朴
在
淵
説
（「
關
於
新
發
現
的
朝
鮮
活
字
本
『
三
國
志
通
俗
演
義
』」、『
南
京
大
學
學
報
（
哲
學
・
人
文
科
學
・
社
會

科
學
）』
二
〇
一
〇
年
第
三
期
）
と
、「
嘉
靖
壬
午
本
や
周
曰
校
甲
本
と
同
時
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
早
い
版
本
で
あ
ろ
う
」
と
主
張
す
る
劉
世
徳
・
夏
薇

説
（「『
三
國
志
演
義
』
朝
鮮
銅
活
殘
本
試
論
」、『
文
學
遺
產
』
二
〇
一
一
年
第
一
期
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、「
二
十
四
巻
系
」
と
い
う
版
本
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
銅
活
字
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
に
は
、
上
記
の
研
究
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
嘉
靖
本
・
周
曰

校
甲
本
以
外
の
諸
本
を
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
発
表
者
は
、
比
較
対
象
の
範
囲
を
嘉
靖
本
・
周
曰
校
本
（
朝
鮮
覆
刻
甲
本
、
及
び
蓬
左
文
庫
蔵
丙

本
）・
夏
振
宇
本
・
夷
白
堂
本
・
李
卓
吾
本
と
い
っ
た
諸
本
に
拡
大
し
、
更
に
「
二
十
巻
系
」
に
属
す
る
葉
逢
春
本
・
劉
龍
田
本
を
も
参
考
し
、
二
十
四
巻
系

に
お
け
る
銅
活
字
本
の
位
置
づ
け
を
推
定
す
る
上
で
、
そ
の
底
本
の
あ
り
方
を
追
究
し
た
い
。

　

ま
た
、
新
た
な
方
法
論
と
し
て
、「
誤
植
混
入
の
経
緯
か
ら
み
る
版
本
関
係
」
と
い
う
研
究
方
法
を
試
み
た
い
。
す
な
わ
ち
、
銅
活
字
本
の
誤
字
・
脱
字
・

衍
文
な
ど
を
見
出
し
、
他
の
諸
本
と
対
照
し
た
上
、
誤
植
が
混
入
さ
れ
た
経
緯
を
推
測
し
、
比
較
対
象
の
諸
本
に
お
い
て
同
じ
誤
植
が
存
在
す
る
か
否
か
を

確
認
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
版
本
の
系
統
づ
け
や
成
立
の
先
後
を
推
定
す
る
。
こ
れ
を
以
て
、
銅
活
字
本
の
底
本
の
実
態
に
迫
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

　

銅
活
字
本
は
、
計
六
七
葉
し
か
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
二
十
四
巻
系
の
他
の
版
本
と
一
線
を
画
し
得
る
特
徴
が
い
く
つ
か
認
め
ら

れ
る
。
こ
の
事
実
は
、
銅
活
字
本
が
二
十
四
巻
系
に
属
し
な
が
ら
、
自
ら
一
つ
の
独
立
し
た
分
枝
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
可
能
性
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

と
す
れ
ば
、『
三
国
志
演
義
』
二
十
四
巻
の
系
譜
図
は
今
ま
で
の
推
測
よ
り
更
に
複
雑
な
も
の
と
な
り
、
よ
り
細
か
な
検
証
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
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7　
『
型
世
言
』
評
者
・
陸
雲
龍
と
復
社
の
関
係
に
つ
い
て	

表
野　

和
江
（
鶴
見
大
学
）

　
『
型
世
言
』
は
明
末
の
崇
禎
年
間
に
、
杭
州
の
書
肆
、
陸
雲
龍
と
陸
人
龍
兄
弟
の
手
に
な
っ
た
白
話
短
編
小
説
集
で
あ
る
。
八
十
年
代
、
韓
国
ソ
ウ
ル
大
学

の
奎
章
閣
で
発
見
さ
れ
て
以
来
、
明
末
清
初
の
小
説
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
作
品
と
し
て
『
三
言
二
拍
一
型
』
と
も
称
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
そ
の
刊
行
状

況
は
い
ま
だ
多
く
の
点
が
不
明
で
あ
り
、
兄
弟
の
生
平
に
関
し
て
も
詳
し
い
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

兄
弟
の
う
ち
兄
の
陸
雲
龍
は
、『
型
世
言
』
の
序
者
・
評
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ほ
か
、
明
末
か
ら
清
初
に
か
け
て
多
数
の
書
籍
を
刊
行
し
た
出
版
家
と
し
て

当
時
一
定
の
名
声
を
も
ち
、
ま
た
小
説
『
魏
忠
賢
小
説
斥
奸
書
』『
清
夜
鐘
』
の
作
者
と
も
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
主
た
る
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

中
で
、
論
者
の
多
く
が
指
摘
す
る
の
が
、
彼
の
著
述
・
出
版
書
に
通
底
す
る
「
愛
国
忠
義
」
へ
の
表
彰
と
、
そ
こ
に
復
社
、
お
よ
び
幾
社
が
与
え
た
影
響
で

あ
る
。

　

実
際
、
彼
の
詩
文
集
『
翠
娯
閣
近
言
』
に
は
「
用
陳
臥
子
韻
」「
俱
用
幾
社
韻
」
と
あ
り
、
ま
た
息
子
が
撰
し
た
「
伝
」
に
は
、
復
社
の
盟
主
張
溥
が
彼
に

寄
せ
た
書
簡
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
従
来
の
研
究
は
、
そ
の
影
響
関
係
は
認
め
る
も
の
の
、
実
際
の
交
往
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
証
明
す
る

資
料
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
否
定
的
な
見
方
が
大
勢
を
占
め
て
き
た
。

　

本
発
表
は
、
陸
雲
龍
の
書
籍
に
序
者
・
評
者
と
し
て
参
加
し
た
寧
波
慈
渓
の
出
版
家
馮
元
仲
の
刊
行
書
を
手
が
か
り
と
し
て
、
陸
雲
龍
が
復
社
、
幾
社
の

人
び
と
を
同
人
と
す
る
文
社
に
関
わ
っ
て
い
た
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
文
社
と
の
関
わ
り
が
陸
雲
龍
の
出
版
活
動
に
与
え
た
具
体
的
な
影

響
を
論
じ
る
と
と
も
に
、
彼
が
の
ち
に
復
社
と
の
関
係
を
隠
滅
せ
ん
と
し
た
可
能
性
に
も
言
及
し
た
い
。

　

な
お
本
発
表
の
内
容
は
、
実
は
今
も
な
お
陸
雲
龍
作
か
決
定
的
な
証
拠
を
欠
く
『
清
夜
鐘
』
に
関
し
て
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
と
も
な
り
得
る
と
考
え

る
。
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8　
「
猫
時
計
」
説
に
見
る
中
国
人
の
時
間
意
識	

金　

博
男
（
北
海
道
大
学
大
学
院
）

　

明
清
代
の
中
国
に
お
い
て
、
猫
の
瞳
の
形
態
変
化
に
よ
っ
て
時
刻
を
定
め
る
と
い
っ
た
「
猫
眼
定
時
」
の
説
が
流
行
し
た
。
た
と
え
ば
、［
明
］
李
時
珍

『
本
草
綱
目
』
巻
五
十
一
の
「
猫
」
の
項
に
「
あ
る
も
の
は
言
う
。
そ
の
瞳
は
時
刻
を
定
め
ら
れ
る
と
。
子
午
卯
酉
は
一
本
の
線
の
よ
う
、
寅
申
巳
亥
は
満
月

の
よ
う
、
辰
戌
丑
未
は
棗
の
種
の
よ
う
で
あ
る
」
と
あ
る
。
猫
の
目
が
時
計
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
歴
史
学
者
の
渡
辺
義
通
は
そ
の
『
猫
と
の
対
話
』

（
文
藝
春
秋
、
一
九
六
八
年
）
に
お
い
て
こ
れ
を
「
猫
時
計
」
と
名
付
け
て
い
る
。
本
発
表
で
も
こ
の
呼
び
方
を
踏
襲
す
る
。「
猫
時
計
」
説
は
こ
れ
ま
で
日

本
の
民
俗
誌
や
文
学
誌
に
お
い
て
言
及
さ
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
中
国
の
文
献
に
見
え
る
記
述
に
つ
い
て
は
、
掘
り
下
げ
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

　
「
猫
時
計
」
説
に
つ
い
て
、
発
表
者
の
こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
れ
ば
、
説
自
体
は
『
易
経
蒙
引
』
や
『
易
経
存
疑
』
な
ど
の
明
代
の
書
物
に
見
ら
れ
、
清
代

に
至
る
と
民
間
に
広
く
伝
わ
っ
た
が
、
時
刻
を
計
る
手
段
と
し
て
は
一
般
的
に
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
科
学
知
識
の
伝
来
の
も
と
、
民
国
に
お
い
て
は
非

難
の
的
と
な
り
、
徐
々
に
姿
を
消
し
て
い
っ
た
こ
と
が
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
、「
猫
時
計
」
説
を
め
ぐ
っ
て
は
、
残
さ
れ
た
謎
が
い
ま
な
お
少
な
く
な

い
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
瞳
の
形
態
変
化
に
対
応
す
る
時
刻
を
表
す
十
二
支
の
配
列
お
よ
び
そ
の
背
景
に
あ
る
時
間
意
識
で
あ
る
。
本
発
表
は
、「
猫
時
計
」
説

の
成
立
ま
で
の
経
緯
を
概
観
し
、
日
本
に
お
け
る
受
容
と
の
比
較
の
も
と
、
術
数
「
奇
門
遁
甲
」
に
お
け
る
「
一
気
三
元
」
と
い
っ
た
時
間
観
念
と
の
関
係

性
に
注
目
し
つ
つ
、「
猫
時
計
」
説
に
反
映
さ
れ
て
い
る
中
国
人
の
時
間
意
識
を
考
察
し
た
い
。
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9　

東
西
文
明
の
「
偶
像
」
た
ち

―
雑
誌
『
学
衡
』
の
口
絵
の
世
界	

黄　

詩
琦
（
京
都
大
学
大
学
院
）

　

雑
誌
『
学
衡
』
が
創
刊
さ
れ
た
一
九
二
二
年
、
中
国
の
出
版
界
は
活
気
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
一
九
一
〇
年
代
後
半
か
ら
の
「
新
文
化
運
動
」
の
影
響
を
受

け
、
大
量
の
雑
誌
や
新
聞
が
登
場
し
て
い
た
中
で
も
、『
学
衡
』
は
そ
の
中
の
「
非
主
流
」
を
貫
こ
う
と
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。「
学
術
を
論
究
し
、
真
理

を
追
求
し
、
国
粋
を
解
明
し
、
新
知
を
融
合
す
る
」（
論
究
学
術
，
闡
求
真
理
，
昌
明
国
粹
，
融
化
新
知
）
と
い
う
立
場
に
立
つ
『
学
衡
』
が
強
調
し
た
の

は
、
東
洋
文
明
で
あ
れ
、
西
洋
文
明
で
あ
れ
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
現
代
ま
で
遺
る
レ
ガ
シ
ー
こ
そ
そ
の
文
明
の
「
粋
」
で
あ
り
、
捨
て
ら
れ
な
い
存
在
だ

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
方
針
は
、
雑
誌
の
口
絵
（
挿
畫
）・
論
説
（
通
論
）・
研
究
（
述
學
）
か
ら
、
旧
体
詩
創
作
の
投
稿
欄
ま
で
一
つ
一
つ
に
表
れ
て

い
る
。
本
発
表
は
そ
の
う
ち
口
絵
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
学
衡
』
の
出
版
は
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
二
年
ま
で
、
変
化
の
激
し
い
出
版
界
に
お
い
て
、
比
較
的
に
支
障
な
く
続
い
た
。
総
計
七
九
册
の
巻
頭
に

は
、
各
册
ご
と
に
口
絵
で
あ
る
「
挿
畫
」
と
い
う
欄
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
口
絵
に
用
い
ら
れ
た
画
像
の
種
類
は
、
西
洋
や
中
国
の
哲
人
・
文
人
の
肖
像
、

あ
る
い
は
中
・
西
の
対
比
、
当
時
新
し
く
発
見
さ
れ
て
い
た
歴
史
・
考
古
資
料
の
提
示
ま
で
多
様
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
東
西
の
文
明
に
対
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
人
物
の
肖
像
が
多
い
。

　

本
発
表
は
『
学
衡
』
巻
頭
の
「
挿
畫
」
を
中
心
と
し
て
、
ま
ず
『
学
衡
』
に
載
っ
た
口
絵
・
挿
画
の
全
体
像
を
述
べ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
雑
誌
同

人
た
ち
の
主
張
と
学
術
的
理
念
と
関
連
づ
け
、『
学
衡
』
の
口
絵
・
挿
画
の
世
界
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
清
末
以
来
の
雑
誌
や
新
聞
の
登
場
と
同
じ
く
、
口

絵
の
導
入
も
西
洋
書
籍
文
化
の
中
国
に
お
け
る
受
容
の
一
環
で
あ
り
、
読
者
文
化
や
知
識
の
流
布
と
深
く
関
連
し
て
い
る
。
雑
誌
『
学
衡
』
の
同
人
た
ち
は
、

口
絵
に
掲
げ
た
東
西
文
明
の
「
偶
像
」
の
姿
を
通
じ
て
、
読
者
に
理
想
の
文
化
を
広
め
よ
う
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
本
発
表
は
、
清
末
民
初
以
来
の
「
挿
絵

文
化
」
と
い
う
視
点
か
ら
も
『
学
衡
』
に
対
す
る
分
析
を
進
め
よ
う
と
す
る
。
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廃
名
詩
論
に
お
け
る
作
者
と
い
う
個
人
主
体	

田
中　

雄
大
（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

廃
名
（
一
九
〇
一
―
一
九
六
七
）
は
詩
と
小
説
の
両
方
の
創
作
を
行
っ
た
文
学
者
で
あ
り
、
そ
の
難
解
な
作
風
は
同
時
代
の
詩
人
た
ち
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
ま
た
廃
名
は
自
ら
詩
を
創
作
し
な
が
ら
同
時
に
詩
論
も
発
表
し
て
お
り
、
彼
が
一
九
三
〇
年
代
に
北
京
大
学
で
行
っ
た
講
義
を
ま
と
め
た
『
談
新

詩
』
は
そ
の
集
大
成
で
あ
り
、「
新
詩
の
内
容
は
詩
の
内
容
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
主
張
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
主
張
に
関
し
て
、

従
来
の
研
究
は
そ
れ
が
胡
適
の
主
導
し
た
分
か
り
や
す
い
白
話
詩
に
対
抗
す
る
形
で
提
出
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
、
そ
の
姿
勢
か
ら
象
徴
主
義
詩
歌
や
現
代

派
と
の
関
連
性
を
汲
み
取
っ
て
き
た
。

　

だ
が
こ
の
よ
う
に
主
流
の
文
学
者
へ
の
対
抗
言
説
と
し
て
廃
名
の
詩
論
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
詩
の
内
容
」
の
も
う
一
つ
の
文
脈
、
即
ち
作
者
の

存
在
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
廃
名
は
、
新
詩
が
備
え
る
べ
き
「
詩
の
内
容
」
と
は
作
者
が
実
際
の
事
物
に
触
発
さ
れ
て
初
め
て
顕
在
化
す
る
感
情

で
あ
る
と
し
、
実
際
に
こ
の
観
点
に
基
づ
い
て
胡
適
「
胡
蝶
」
や
郭
沫
若
「
夕
暮
」
な
ど
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
作
者
の
感
情
の
反
映
と
し
て
作
品
を
理

解
す
る
姿
勢
は
、
実
は
廃
名
の
従
来
の
創
作
観
で
あ
る
「
私
」
と
い
う
個
人
主
体
の
重
視
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、

周
知
の
通
り
個
人
と
い
う
概
念
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
簡
明
な
理
解
と
は
ま
さ
し
く
五
四
時
期
に
お
け
る
主
流
な
言
説
に
他
な
ら
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
つ

ま
り
廃
名
の
詩
論
の
中
で
は
、
分
か
り
や
す
く
な
い
詩
へ
の
肯
定
と
い
う
新
し
さ
と
極
め
て
単
純
な
作
者
観
と
い
う
古
さ
が
同
時
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
が
、

従
来
の
研
究
は
こ
の
一
見
す
る
と
奇
妙
に
見
え
る
同
居
に
対
し
て
注
意
を
払
っ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

従
っ
て
本
発
表
で
は
ま
ず
廃
名
の
創
作
観
に
お
け
る
作
者
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
個
人
主
体
と
し
て
の
作
者
と
い
う
観
点
か
ら
『
談
新
詩
』

を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
派
の
理
論
的
支
柱
と
し
て
先
進
性
を
付
与
さ
れ
て
き
た
廃
名
の
詩
論
の
読
み
な
お
し
を
図
る
。
ま
た
作
者
と
い
う
観
点
に

限
定
し
て
同
時
代
の
詩
論
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
廃
名
の
詩
論
が
持
つ
独
自
性
に
関
し
て
も
再
考
を
促
す
。
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1　

佐
藤
直
方
の
朱
子
理
解
に
つ
い
て

―
そ
の
道
体
論
を
中
心
に	

余　

祺
琪
（
東
洋
大
学
大
学
院
）

　

佐
藤
直
方
（
一
六
五
〇
～
一
七
一
九
、
慶
安
三
年
～
享
保
四
年
）
は
、
山
崎
闇
斎
の
高
弟
で
、
崎
門
學
派
「
三
傑
」
の
一
人
と
し
て
日
本
儒
学
史
に
名
を

留
め
る
。
直
方
の
遺
書
に
つ
い
て
は
、
彼
の
再
伝
の
弟
子
稲
葉
黙
斎
の
編
し
た
大
全
集
『
轀
蔵
録
』
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
最
も
門
人
弟
子
に
尊
ば

れ
た
の
は
、『
朱
子
語
類
』『
近
思
録
』
な
ど
を
摘
録
し
た
所
謂
「
藤
門
の
四
部
書
」（『
講
学
編
策
録
』〈
一
六
八
三
〉、『
排
釈
録
』〈
一
六
八
五
〉、『
鬼
神
集

説
』〈
一
六
八
九
〉、『
道
学
標
的
』〈
一
七
一
二
〉）
と
呼
ば
れ
る
書
物
で
あ
る
。
管
見
の
及
ぶ
か
ぎ
り
で
は
、
直
方
に
は
自
己
の
思
想
に
関
す
る
言
及
が
作
品

と
い
う
形
で
残
る
も
の
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
弟
子
や
門
人
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
の
講
義
や
筆
記
の
類
で
あ
る
。

　

彼
に
対
す
る
従
来
の
評
価
は
、
生
前
か
ら
、
朱
子
思
想
を
忠
実
に
信
奉
し
、
継
承
し
た
人
物
と
さ
れ
、
そ
の
学
問
や
思
想
に
特
に
創
見
は
な
く
、
朱
子
思

想
の
祖
述
者
と
し
て
位
置
づ
け
る
傾
向
が
強
か
っ
た
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
直
方
の
理
の
思
想
や
太
極
論
に
着
目
し
た
論
述
も
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
が
、
基

本
的
に
は
、
上
述
し
た
立
場
に
基
づ
い
て
い
る
。
直
方
に
よ
る
朱
子
思
想
理
解
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
直
方
自
身
の
思
考
に
即
し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
少

な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

直
方
は
朱
子
が
呂
東
莱
と
共
同
編
纂
し
た
『
近
思
録
』
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
の
『
講
学
編
策
録
』
は
そ
の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
鬼
神

集
説
』
以
降
、
彼
は
何
度
も
道
体
論
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
直
方
は
「
易
有
太
極
」
と
「
無
極
而
太
極
」
説
の
解
釈
を
中
心
に
論
述
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
を
朱
子
の
「
無
極
而
太
極
」
論
と
比
べ
る
こ
と
で
、
道
体
論
に
関
す
る
直
方
の
解
釈
姿
勢
や
そ
の
思
想
に
つ
い
て
検
討
し
、
彼
の

朱
子
思
想
理
解
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
今
回
は
、
主
に
直
方
晩
年
の
（『
太
極
講
義
』〈
一
七
〇
三
〉、『
講
近
思
録
為
諸
生
記
』〈
一
七
一
七
〉、『
道
体
講
義
』

〈
一
七
一
八
〉、『
近
思
録
筆
記
』〈
同
年
〉、『
存
養
筆
記
』〈
同
年
〉
な
ど
を
取
り
上
げ
て
、
彼
の
道
体
論
に
お
け
る
、
朱
子
思
想
理
解
の
特
色
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
て
い
き
た
い
。
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泊
園
書
院
関
係
碑
文
に
み
る
藤
澤
南
岳
の
実
業
観	

横
山　

俊
一
郎
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

四
国
高
松
出
身
の
藤
澤
東
畡
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
泊
園
書
院
は
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
開
設
以
来
、
明
治
初
年
の
混
乱
期
を
除
い
て
、
昭
和
前
期

に
至
る
ま
で
長
き
に
わ
た
っ
て
商
都
大
阪
に
存
在
し
続
け
た
。
ま
た
こ
の
漢
学
塾
の
門
人
は
多
く
、
二
代
院
主
藤
澤
南
岳
（
一
八
四
二
―
一
九
二
〇
）
が
主

宰
す
る
明
治
期
に
は
通
算
し
て
約
五
千
人
が
学
び
に
来
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
、
漢
学
塾
は
近
代
教
育
が
浸
透
す
る
に
つ
れ
て
廃
れ
て
い
く
、
と

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
泊
園
書
院
に
関
し
て
は
そ
の
常
識
が
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
近
代
の
泊
園
書
院
は
多
く
の
人
々
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
の
と
こ
ろ
発
表
者
は
、
当
時
の
泊
園
門
人
の
う
ち
豪
農
・
豪
商

層
に
注
目
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
幕
末
期
に
お
け
る
泊
園
門
人
の
多
数
派
（
儒
者
・
医
者
・
僧
侶
）
に
は
彼
ら
は
入
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
り
、
彼
ら
は
銀
行
・
紡
績
・
鉄
道
な
ど
近
代
企
業
の
経
営
に
参
画
し
た
り
、
み
ず
か
ら
先
進
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
出
し
た
り
す
る
な

ど
、
実
業
に
熱
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　

本
発
表
で
は
、
こ
の
新
た
に
登
場
し
た
泊
園
門
人
の
多
数
派
の
概
要
を
示
し
た
う
え
で
、
当
時
の
院
主
南
岳
が
実
業
そ
の
も
の
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
そ
の
さ
い
、『
泊
園
書
院
関
係
碑
文
調
査
報
告
書
』
に
掲
載
さ
れ
た
南
岳
撰
に
よ
る
実
業
家
の
顕
彰
碑
お
よ
び
墓
碑
を
活
用
し
た

い
。
同
書
に
は
金
澤
仁
兵
衛
（
平
野
紡
績
の
経
営
者
）
や
藤
本
荘
太
郎
（
堺
緞
通
の
革
新
者
）
な
ど
著
名
な
実
業
家
の
碑
文
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
記
述
の

中
に
は
南
岳
の
実
業
観
が
垣
間
見
ら
れ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
ま
た
考
察
で
は
、
碑
文
に
表
れ
た
南
岳
の
言
説
そ
の
も
の
の
分
析
と
併
せ
て
、『
藤
澤
先
生
講

談
叢
録
』
な
ど
で
示
さ
れ
た
南
岳
の
思
想
全
体
の
中
で
そ
れ
ら
の
言
説
が
ど
う
位
置
づ
く
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

　

本
発
表
を
と
お
し
て
、
実
業
家
に
支
え
ら
れ
た
漢
学
塾
＝
近
代
の
泊
園
書
院
と
い
う
可
能
性
を
示
す
と
と
も
に
、
漢
学
塾
の
門
人
層
な
い
し
は
支
持
層
に

焦
点
を
当
て
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
近
代
漢
学
の
存
在
形
態
を
解
明
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
を
提
起
し
た
い
。
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3　
『
八
犬
伝
』
犬
士
列
伝
の
構
想
に
関
す
る
一
考
察
―
『
水
滸
伝
』
の
受
容
を
通
し
て
―	

孫　

琳
浄
（
京
都
府
立
大
学
大
学
院
）

　

曲
亭
馬
琴
の
読
本
作
品
と
中
国
長
篇
白
話
小
説
『
水
滸
伝
』
と
の
関
わ
り
は
、
極
め
て
重
要
な
問
題
と
し
て
早
く
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
『
水

滸
伝
』
受
容
の
到
達
点
と
も
い
う
べ
き
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
は
少
な
か
ら
ぬ
研
究
者
に
よ
り
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
従
来
の
研
究
は
、『
八
犬
伝
』
の

大
ま
か
な
構
成
や
、
部
分
的
な
典
拠
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
が
多
く
、『
八
犬
伝
』
全
体
に
お
け
る
『
水
滸
伝
』
の
具
体
的
な
受
容
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、

依
然
と
し
て
考
察
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
、
犬
士
・
犬
田
小
文
吾
と
犬
士
・
犬
坂
毛
野
の
個
人
的
活
躍
を
対
象
に
、『
水
滸
伝
』
の
豪
傑
物
語
と
の
比
較
検
討
を
試
み
て
き
た
。

そ
の
結
果
、『
八
犬
伝
』
は
漫
然
と
『
水
滸
伝
』
の
山
場
や
名
場
面
を
盛
り
込
ん
だ
の
で
は
な
く
、
綿
密
な
構
想
を
立
て
た
上
で
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、『
水
滸
伝
』
の
一
節
を
い
く
つ
か
の
部
分
に
分
解
し
て
使
用
し
た
場
合
に
も
、
決
し
て
同
じ
部
分
を
重
複
し
て
用
い
な
い
こ

と
、
個
々
の
犬
士
列
伝
の
途
中
で
犬
士
の
モ
デ
ル
と
な
る
水
滸
豪
傑
が
変
わ
っ
て
も
、
馬
琴
は
必
ず
終
盤
に
お
い
て
、
そ
れ
を
最
初
の
モ
デ
ル
と
な
る
豪
傑

（
或
い
は
物
語
の
中
心
と
な
る
豪
傑
）
に
戻
し
て
い
る
こ
と
、『
水
滸
伝
』
に
散
在
す
る
水
滸
豪
傑
の
要
素
を
繋
げ
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。

　

こ
れ
ら
の
原
則
が
犬
士
列
伝
全
体
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、『
八
犬
伝
』
執
筆
当
初
の
犬
士
列
伝
の
構
想
を
復
元
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
本
発
表
で
は
、
小
文
吾
・
毛
野
列
伝
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
他
の
犬
士
列
伝
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
馬
琴
が

ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
如
何
な
る
工
夫
を
し
て
犬
士
列
伝
を
組
み
立
て
た
の
か
検
証
を
試
み
る
。
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文
化
大
革
命
期
の
芸
術
作
品
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
普
遍
的
芸
術
性
及
び
解
釈
の
多
面
性

―
音
楽
を
中
心
に

―

叢　

小
榕
（
明
星
大
学
）

　

毛
沢
東
の
「
延
安
の
文
学
・
芸
術
座
談
会
に
お
け
る
講
話
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
文
学
・
芸
術
方
針
の
も
と
、「
胡
風
反
革
命
集
団
」
事
件
や
『
紅
楼

夢
』
研
究
批
判
な
ど
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
共
産
党
政
権
下
に
お
い
て
、
創
作
や
学
術
研
究
の
自
由
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
ん
な
中
、

恋
愛
を
題
材
と
し
た
古
代
説
話
に
材
を
取
り
、
ソ
ナ
タ
形
式
な
ど
西
洋
の
音
楽
様
式
を
導
入
し
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」
が
認
め
ら

れ
た
の
は
な
ぜ
か
。

　

文
化
大
革
命
期
に
入
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
芸
術
作
品
が
毒
草
と
し
て
批
判
・
禁
止
さ
れ
、
江
青
ら
が
制
定
し
た
「
三
突
出
」
の
創
作
原
則

に
基
づ
く
「
革
命
的
モ
デ
ル
劇
」
が
ス
テ
ー
ジ
を
独
占
し
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
徹
し
、
芸
術
性
が
皆
無
ま
た
は
き
わ
め
て
乏
し
い
“
作
品
”
が
数
多
く
存

在
し
て
い
た
の
は
否
め
な
い
が
、
中
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
貫
き
な
が
ら
も
芸
術
性
に
基
づ
く
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
効
果
が
図
ら
れ
、
西
洋
の
芸
術
様
式
が
取
捨

選
択
さ
れ
な
が
ら
も
導
入
さ
れ
、
普
遍
的
芸
術
性
が
認
め
ら
れ
る
作
品
が
存
在
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
「
黄
河
」
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。

同
作
で
は
、
第
一
楽
章
に
お
け
る
ソ
ナ
タ
形
式
は
審
査
段
階
で
否
定
さ
れ
た
も
の
の
、
伝
統
的
協
奏
曲
に
基
づ
く
楽
章
の
緩
急
配
置
の
ほ
か
、
古
代
中
国
の

名
曲
を
想
起
さ
せ
る
民
族
楽
器
の
活
用
な
ど
、
芸
術
性
重
視
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
ま
た
、
革
命
的
現
代
バ
レ
エ
「
紅
色
娘
子
軍
」（
赤
色
女
子
中
隊
）
に
お
い

て
は
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
ー
グ
ナ
ー
が
楽
劇
で
多
用
す
る
手
法
と
し
て
知
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
や
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
が
導
入
さ
れ
た
う
え
、
調
性
も
効
果
的
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
二
つ
の
作
品
は
今
日
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
演
奏
・
上
演
さ
れ
、
と
り
わ
け
「
黄
河
」
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
と
し
て
定
着
す
る
観
さ
え
あ
る
。

　

本
発
表
は
、
主
と
し
て
「
黄
河
」
と
「
紅
色
娘
子
軍
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
文
化
大
革
命
に
対
す
る
政
治
的
視
点
に
基
づ
く
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
ゆ
え
、

看
過
さ
れ
が
ち
な
普
遍
的
芸
術
性
と
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
相
関
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
、
解
釈
の
多
面
性
の
視
点
か
ら
解
明
す
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
。
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晩
清
・
民
国
初
期
に
お
け
る
電
話
と
言
語	

平
田　

昌
司
（
京
都
大
学
）

　

郭
嵩
燾
が
イ
ギ
リ
ス
派
遣
中
に
電
話
と
い
う
機
械
を
実
体
験
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
晩
清
の
社
会
に
こ
の
新
技
術
は
徐
々
に
広
ま
り
、
や
が
て
非
実
務
的

な
用
途
に
も
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
孫
宝
瑄
は
、
新
作
の
古
典
詩
を
（
筆
写
を
介
さ
ず
）
電
話
で
受
け
手
に
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
日
記
に
記
し
て
喜
ん
で
い
る
。
コ
ー
ド
変
換
を
要
す
る
電
報
に
比
べ
て
、
作
者
と
受
容
者
と
に
よ
っ
て
即
時
に
共
有
さ
れ
る
小
さ
な
言
語
空
間
が

で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ふ
た
り
の
空
間
を
利
用
す
る
経
験
を
も
つ
こ
と
で
大
き
く
変
わ
っ
た
中
に
、
留
学
経
験
者
を
含
む
、
経
済
的
に
豊
か
な
青
年
男
女
も
含
ま
れ

る
。
若
い
男
女
が
、
家
族
に
隠
れ
て
異
性
と
意
思
疎
通
し
た
い
と
き
、
伝
統
文
学
の
中
で
は
「
紅
娘
」
が
必
要
で
あ
っ
た
。
電
話
の
普
及
は
、
こ
の
よ
う
な

間
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
を
一
変
さ
せ
、
姿
を
見
せ
な
い
相
手
と
の
連
絡
を
可
能
に
す
る
。
た
と
え
ば
胡
適
「
終
身
大
事
」
に
お
け
る
電
話
の

登
場
は
、
一
九
一
九
年
の
五
四
運
動
前
後
、
急
速
な
拡
充
が
続
い
て
い
た
北
京
の
電
話
回
線
の
状
況
を
前
提
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公
衆
電
話
で
話
す
女

子
の
会
話
内
容
を
盗
み
聞
き
、
そ
の
ま
ま
文
字
化
し
た
（
と
自
称
す
る
）
雑
報
が
こ
の
時
期
の
新
聞
に
は
掲
載
さ
れ
た
り
も
す
る
。
カ
ッ
プ
ル
の
あ
い
だ
で

ひ
そ
や
か
に
語
ら
れ
る
べ
き
「
私
」
的
会
話
が
、
公
共
の
世
界
へ
と
ひ
き
ず
り
出
さ
れ
る
変
化
が
起
き
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
職
業
教
育
に
も
、
電
話
の
普
及
は
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
電
話
は
、
一
対
一
の
対
話
だ
け
を
通
じ
て
意
思
疎
通
す
る
手
段
で
あ
る
た
め
、
そ
の
利

用
に
あ
た
っ
て
音
声
言
語
の
規
範
性
が
重
要
に
な
る
。
単
に
発
信
者
・
受
信
者
の
言
語
能
力
の
み
で
は
な
い
。
自
動
電
話
以
前
に
は
、
発
信
者
が
ま
ず
電
話

局
の
交
換
手
を
呼
び
出
し
、
交
換
手
が
受
信
者
を
呼
び
出
し
て
い
た
た
め
、
電
話
局
に
と
っ
て
、
交
換
手
が
標
準
的
な
中
国
語
を
話
せ
る
能
力
、
あ
る
い
は

電
話
応
対
の
言
語
的
マ
ナ
ー
が
切
実
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
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反
響
す
る
「
中
国
青
年
」
と
い
う
声

―
張
愛
玲
「
茉
莉
香
片
」
に
お
け
る
男
性
世
界
へ
の
拘
泥

小
川　

主
税
（
大
阪
大
学
大
学
院
）

　

本
報
告
は
、
民
国
期
以
降
、「
中
国
青
年
」
と
い
う
概
念
が
男
性
性
を
い
か
に
し
て
盤
石
な
も
の
に
し
て
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
張
愛
玲
（
一
九
二
五
―

一
九
九
五
）
の
「
茉
莉
香
片
」（
一
九
四
三
）
を
中
心
に
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

中
国
に
お
け
る
「
青
年
」
像
が
清
末
の
梁
啓
超
の
改
革
の
も
と
で
生
ま
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
梁
啓
超
が
国
家
の
復
興
を
「
若
さ
」
と
結
び

つ
け
て
「
少
年
中
国
説
」
を
発
表
し
、
国
家
的
な
若
返
り
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、「
少
年
」
は
清
末
の
文
学
世
界
に
お
い
て
重
要
な
意
味
を
有
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
民
国
期
に
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
『
新
青
年
』
は
、
旧
体
制
を
打
破
し
、
国
家
を
復
興
さ
せ
る
よ
う
青
年
た
ち
を
奮
起
さ
せ
た
。
こ
う
し
て
「
中

国
青
年
」
は
新
文
学
の
場
に
お
け
る
主
人
公
と
し
て
登
場
し
、
青
年
の
理
想
像
と
し
て
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

張
愛
玲
の
「
茉
莉
香
片
」
は
、
戦
地
上
海
を
逃
れ
て
香
港
へ
と
や
っ
て
来
た
男
子
学
生
伝
慶
の
物
語
で
あ
る
。
家
族
か
ら
も
男
性
と
し
て
認
識
さ
れ
な
い

伝
慶
は
、
理
想
の
男
性
と
仰
ぐ
言
教
授
か
ら
も
「
中
国
青
年
」
で
な
い
と
突
き
つ
け
ら
れ
た
こ
と
で
自
己
喪
失
に
陥
っ
て
い
く
。
男
性
世
界
に
お
け
る
自
己

の
存
在
を
追
求
す
る
伝
慶
が
そ
の
時
に
縋
り
付
い
た
も
の
は
、
支
配
的
な
愛
と
暴
力
で
あ
っ
た
。
性
別
の
差
異
を
不
問
に
付
し
て
い
た
時
代
に
、「
中
国
青

年
」
像
は
そ
の
新
し
さ
か
ら
性
別
を
問
わ
ず
多
く
の
学
生
を
熱
狂
の
渦
に
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
が
、「
茉
莉
香
片
」
で
は
「
中
国
青
年
」
像
の
中
に
旧
来
の

「
男
性
」
の
理
想
像
が
生
き
な
が
ら
え
て
い
る
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

本
報
告
は
、「
中
国
青
年
」
像
の
検
討
を
す
る
に
あ
た
り
、
伝
慶
の
恋
愛
と
暴
力
に
も
焦
点
を
当
て
る
。
伝
慶
は
ど
の
よ
う
に
五
四
期
以
降
の
自
由
恋
愛
を

憧
憬
し
た
の
か
、
そ
し
て
恋
愛
を
実
践
で
き
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
恋
愛
の
失
敗
は
ど
の
よ
う
に
し
て
伝
慶
を
暴
力
へ
と
向
か
わ
せ
た
の
か
と
い
う
問
題
を

検
討
し
、「
中
国
青
年
」
と
い
う
理
想
像
と
「
茉
莉
香
片
」
を
取
り
巻
く
男
性
世
界
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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張
愛
玲
の
自
伝
的
小
説
『
小
団
円
』
に
つ
い
て

―
米
国
人
の
夫
汝
狄
と
そ
の
モ
デ
ル
、
ラ
イ
ヤ
の
比
較
を
中
心
に

鈴
木　

基
子
（
日
本
大
学
）

　

上
海
時
代
に
書
か
れ
た
初
期
作
品
と
言
動
か
ら
、
張
愛
玲
に
は
毅
然
と
し
て
凛
と
し
た
才
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
き
た
が
、
没
後
二
〇
〇
九
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
自
伝
三
部
作
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
新
資
料
が
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ら
も
視
野
に
入
れ
た
新
た
な
作
家
像
の
構
築
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
中
華
圏
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
自
伝
的
小
説
『
小
団
円
』（
一
九
七
五
―
一
九
七
六
年
執
筆
、
皇
冠
文
化
出
版
有
限
公
司
）
は
、
日
本
で
は
ほ

と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
張
愛
玲
の
人
生
と
文
学
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
作
品
で
あ
る
。

　

本
発
表
で
は
、
張
愛
玲
の
二
番
目
の
夫
と
な
っ
た
米
国
人
ラ
イ
ヤ
を
モ
デ
ル
と
し
た
人
物
、
汝
狄
に
焦
点
を
当
て
る
。
張
愛
玲
と
最
初
の
夫
、
胡
蘭
成
の

関
係
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
多
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
ラ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
司
馬
新
を
除
い
て
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
発
表
者
は
『
小
団
円
』

の
主
要
な
三
名
の
女
性
人
物
（
本
人
九
莉
・
お
ば
楚
娣
・
母
蕊
秋
）
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
の
実
像
と
作
中
人
物
の
比
較
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
彼
女
た
ち
の
場
合
と
比
べ
て
、
ラ
イ
ヤ
と
汝
狄
の
間
に
は
大
き
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

　

張
愛
玲
は
移
民
し
た
米
国
社
会
で
の
孤
独
と
不
安
の
中
で
ラ
イ
ヤ
と
出
会
っ
た
。
ラ
イ
ヤ
と
の
結
婚
生
活
は
病
気
と
介
護
と
経
済
苦
が
あ
っ
た
も
の
の
、

強
い
夫
婦
愛
で
結
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
小
説
で
は
、
汝
狄
と
の
生
活
は
結
婚
前
に
で
き
た
子
の
堕
胎
の
描
写
が
中
心
の
凄
惨
な
も
の
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。

伝
記
と
小
説
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
米
国
生
活
が
張
愛
玲
の
文
学
と
人
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
な
張
愛
玲
像

が
描
け
る
か
を
示
し
た
い
。

　

移
民
し
た
米
国
社
会
の
孤
独
と
不
安
の
中
で
ラ
イ
ヤ
と
出
会
い
、
打
算
的
で
な
い
国
際
結
婚
を
し
た
張
愛
玲
を
文
学
的
に
考
え
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
今

ま
で
の
張
愛
玲
像
に
比
べ
、
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
張
愛
玲
像
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
。
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沈
従
文
の
物
質
文
化
史
研
究

―
銅
鏡
へ
の
興
味	

福
家　

道
信
（
近
畿
大
学
）

　

五
〇
年
代
後
半
よ
り
沈
従
文
は
物
質
文
化
史
研
究
の
成
果
と
し
て
『
中
国
絲
綢
図
案
』（
一
九
五
七
）、『
唐
宋
銅
鏡
』（
一
九
五
八
）、『
龍
鳳
芸
術
』（
一
九

六
〇
）
の
三
著
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
『
唐
宋
銅
鏡
』
は
春
秋
戦
国
期
以
降
宋
代
ま
で
の
銅
鏡
の
歴
史
を
四
期
に
分
け
説
明
し
た
「
題
記
」
と
唐
宋

銅
鏡
九
三
点
の
図
像
、
及
び
付
録
の
戦
国
期
以
降
の
銅
鏡
六
七
点
、
そ
の
他
銅
鏡
関
連
の
資
料
図
像
五
点
を
収
録
し
、「
題
記
」
の
内
容
が
中
国
古
代
の
彫

刻
、
冶
金
技
術
、
刺
繍
、
紋
様
図
案
、
銘
文
内
容
、
社
会
風
俗
の
流
行
な
ど
多
岐
に
渡
り
、
記
述
が
独
自
の
精
細
さ
を
も
つ
こ
と
、
ま
た
主
に
日
本
の
図
録

資
料
か
ら
だ
が
多
数
の
先
行
図
録
よ
り
図
像
の
借
用
を
し
て
い
る
な
ど
、
沈
従
文
の
銅
鏡
へ
の
没
入
ぶ
り
を
示
す
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
沈
従
文
の
文

学
を
ふ
り
返
っ
た
場
合
、
銅
鏡
に
関
し
彼
が
作
品
で
直
接
的
に
語
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
皆
無
と
考
え
ら
れ
る
が
『
従
文
自
伝
』「
学
歴
史
的
地
方
」
に
よ
れ
ば
、

彼
が
北
京
に
出
る
直
前
、
湖
南
西
部
保
靖
で
軍
閥
指
導
者
陳
渠
珍
の
も
と
副
官
を
務
め
、
陳
の
収
蔵
書
籍
と
青
銅
器
を
も
含
む
書
画
骨
董
類
の
管
理
を
任
さ

れ
て
い
た
際
の
記
述
に
、
陳
の
蔵
書
中
に
『
西
清
古
鑑
』『
薛
氏
彛
器
鐘
鼎
款
識
』
の
あ
っ
た
こ
と
が
見
え
、
当
時
の
沈
従
文
が
収
蔵
品
を
整
理
鑑
賞
し
、
疑

問
を
生
じ
た
際
こ
れ
ら
の
書
物
を
参
考
に
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。『
唐
宋
銅
鏡
』
附
録
に
は
『
西
清
古
鑑
』
の
銅
鏡
部
分
よ
り
複
数
の
図
像
が
借
用
さ

れ
て
い
る
。
自
殺
未
遂
直
前
に
沈
従
文
が
書
い
た
「
関
於
西
南
漆
器
及
其
他
」（
一
九
四
九
）
に
は
抗
日
戦
争
時
、
昆
明
で
「
女
史
箴
図
」
中
の
鏡
奩
と
同
様

の
入
子
式
漆
器
を
発
見
し
た
際
の
驚
き
が
語
ら
れ
、
当
時
銅
鏡
に
関
し
彼
が
一
定
の
知
識
を
有
し
て
い
た
の
が
分
か
る
銅
鏡
と
沈
従
文
の
縁
は
こ
の
よ
う
に

人
生
早
期
よ
り
『
中
国
古
代
服
飾
研
究
』
に
ま
で
及
ぶ
。
発
表
者
は
銅
鏡
に
関
し
全
く
の
門
外
漢
だ
が
本
発
表
で
は
『
唐
宋
銅
鏡
』
を
中
心
に
沈
従
文
の
銅

鏡
へ
の
関
心
の
有
様
を
考
察
し
、
彼
の
文
学
の
広
が
り
と
深
み
を
探
る
一
助
と
し
た
い
。
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八
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
民
族
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
諸
相

―
「
ル
ー
ツ
文
学
」
の
場
合

王　

柳
（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

本
稿
は
、
八
〇
年
代
の
中
国
文
芸
界
に
お
い
て
「
ル
ー
ツ
文
学
」
と
総
称
さ
れ
て
い
る
創
作
傾
向
と
、
そ
れ
に
関
す
る
議
論
と
文
学
作
品
を
素
材
に
し
て
、

中
国
の
民
族
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
一
面
を
描
写
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。「
ル
ー
ツ
文
学
」
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
中
国

現
代
社
会
の
転
換
期
と
も
い
え
る
八
〇
年
代
に
現
れ
た
こ
の
創
作
傾
向
が
、
中
国
の
民
族
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
論
じ
、
い
か
に

し
て
表
現
で
き
た
か
、
ま
た
は
表
現
で
き
な
か
っ
た
の
か
が
、
中
国
現
代
文
学
の
性
質
と
そ
の
歴
史
的
文
脈
の
考
察
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
意
義
を
有
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
具
体
的
に
は
、
作
家
た
ち
自
身
の
言
説
と
作
品
を
重
視
し
、
こ
れ
を
今
日
だ
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
時
代
的
背
景
と
照
ら

し
合
わ
せ
な
が
ら
、
地
域
・
歴
史
・
言
語
・
伝
統
と
い
っ
た
民
族
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
思
想
的
特
色
と
意
義
を
析
出
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
一
九
八
五
年
前
後
の
「
ル
ー
ツ
文
学
」
を
め
ぐ
る
文
学
論
議
や
、
中
国
の
農
村
社
会
を
描
い
た
代
表
的
な
作
品
『
赤
い
高
粱

家
族
』（
莫
言
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
を
主
な
分
析
対
象
と
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
問
わ
れ
て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、
民
族
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
が
現
代
に
ど
の
よ
う
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
重
要
な
脈
絡
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
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韓
寒
と
「
知
識
人
文
学
」：「
八
〇
後
」
か
ら
見
る
中
国
同
時
代
の
文
学
像	

楊　

冠
穹
（
関
西
外
国
語
大
学
）

　

尾
崎
文
昭
は
か
つ
て
、「
美
女
作
家
」
の
登
場
を
も
っ
て
「
知
識
人
」
に
よ
る
「
新
文
学
」
が
終
焉
し
た
と
論
じ
た
。
そ
れ
は
、
新
時
期
文
学
を
「
美
女
作

家
」
の
登
場
に
よ
っ
て
二
分
す
る
観
点
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
に
よ
れ
ば
、「
知
識
人
文
学
」
の
基
本
的
な
特
徴
は
「
啓
蒙
」
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
消
費
社
会
に
入
り
つ
つ
あ
る
中
国
の
読
者
は
「
美
女
作
家
」
に
代
表
さ
れ
る
「
大
衆
文
学
」
を
求
め
始
め
、
結
果
的
に
「
知
識
人
文
学
」
は
社
会
的

な
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
当
局
が
民
衆
を
「
近
代
化
に
貢
献
」
さ
せ
る
た
め
に
、「
知
識
人
文
学
」
を
利
用
し
て
「
教
化
」
を

行
う
と
い
う
構
造
の
問
題
に
つ
い
て
、
実
は
、
⑴
「
美
女
作
家
」
も
（
創
作
目
的
と
は
別
に
）
民
衆
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
二
一
世
紀
の
中
国
で
必
要
な
の
は
も
は
や
「
憂
国
憂
民
」
の
意
識
で
は
な
く
、「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
の
「
優
越
性
」
を
強
く
感
じ
さ

せ
る
と
い
う
「
構
造
」
の
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
領
域
に
お
い
て
す
で
に
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
か
つ
て
体
制
の

「
抑
圧
」
か
ら
離
れ
た
と
思
わ
れ
る
ネ
ッ
ト
言
論
さ
え
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
⑵
「
八
〇
後
」
文
学
の
出
現
は
ま
た
「
美
女
作

家
」
を
転
覆
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
韓
寒
の
よ
う
な
作
家
は
作
品
に
お
け
る
強
い
「
啓
蒙
」
意
識
に
お
い
て
、「
知
識
人
文
学
」
に
近
い
と
考
え
ら

れ
る
。

　

以
上
で
述
べ
た
二
つ
の
問
題
か
ら
見
る
と
、「
知
識
人
文
学
」
が
終
焉
し
た
の
で
は
な
い
。
社
会
・
政
治
の
状
況
が
変
化
し
た
た
め
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
文

学
」
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
変
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
実
際
、
韓
寒
に
似
た
よ
う
な
発
想
や
表
現
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
頃
に
最
も
活
躍
し
た
王
朔
に

も
見
ら
れ
た
。
特
に
、
王
朔
の
文
学
界
へ
の
反
発
の
姿
勢
は
、
韓
寒
が
論
争
を
起
こ
し
た
こ
と
に
も
見
て
取
れ
る
。
そ
こ
で
、
韓
寒
と
「
知
識
人
文
学
」
と

の
関
連
性
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
八
〇
後
」
創
作
と
既
存
の
文
学
界
、
社
会
と
の
関
わ
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
理
論
と
経
験
で
解
釈
で
き
な
か
っ
た

課
題
を
究
明
で
き
る
。
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鄭
玄
の
『
周
礼
』
注
釈
に
お
け
る
漢
の
制
度
を
め
ぐ
る
言
説

―
中
国
の
儒
教
経
学
に
お
け
る
「
古
」
と
「
今
」
に
つ
い
て

張　

瀛
子
（
東
京
大
学
大
学
院
）

　

中
国
の
儒
教
は
、
漢
代
以
降
、
諸
々
の
経
書
を
解
釈
す
る
学
問
、
す
な
わ
ち
経
学
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
後
漢
末
期
の
鄭
玄
は
、
後
世

へ
の
影
響
力
の
た
め
極
め
て
重
要
な
存
在
で
あ
る
の
は
疑
い
よ
う
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
鄭
玄
の
経
学
は
『
周
礼
』
を
中
心
と
す
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
鄭
玄
の
『
周
礼
』
注
釈
に
は
、
後
世
に
お
い
て
非
常
に
問
題
視
さ
れ
た
一
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
理
想
化
さ
れ
た
古
代
の
周
の
制
度
を
、
鄭
玄
は

し
ば
し
ば
自
分
が
見
聞
き
し
て
い
た
漢
の
制
度
に
よ
っ
て
説
明
す
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
漢
」
と
「
古
（
周
）」
の
類
推
は
果
た
し
て
妥
当
な
の
だ
ろ
う

か
。
宋
代
以
降
、
こ
の
問
題
は
儒
学
者
た
ち
の
間
で
本
格
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
鄭
玄
の
「
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
」
は
最
終
的
に
「
克
服
」
さ
れ
る
こ
と
と
な

る
。

　

本
発
表
は
、『
周
礼
』「
九
賦
」
の
税
制
解
釈
の
変
遷
に
着
目
し
、
鄭
玄
の
『
周
礼
』
注
釈
に
お
け
る
漢
の
制
度
が
問
題
と
さ
れ
、
つ
い
に
は
排
除
さ
れ
て

い
く
歴
史
過
程
を
取
り
上
げ
る
。
鄭
玄
に
よ
れ
ば
、「
九
賦
」
は
漢
の
人
頭
税
す
な
わ
ち
「
口
率
出
銭
」
に
あ
た
る
。
こ
れ
を
批
判
し
て
提
示
さ
れ
た
の
が

「
九
賦
」
を
「
田
地
之
租
」
と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
当
説
は
最
後
に
清
末
の
孫
詒
讓
の
『
周
礼
正
義
』
に
採
用
さ
れ
る
。
孫
詒
讓
は
、
彼
以
前
の
『
周
礼
』
諸

説
を
収
拾
し
、
鄭
玄
の
「
口
率
出
銭
」
説
は
漢
代
固
有
の
制
度
で
あ
り
、
古
の
周
制
と
同
じ
で
は
な
い
と
論
証
し
た
。
彼
の
判
断
は
一
見
、
実
証
的
な
考
察

に
よ
る
合
理
的
な
も
の
だ
が
、
本
発
表
は
、
孫
詒
讓
が
鄭
玄
説
の
代
わ
り
に
立
て
た
周
の
税
制
解
釈
の
矛
盾
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
の
鄭
玄
説
批

判
な
ら
び
に
漢
制
排
除
は
、
彼
が
古
の
周
制
に
前
提
と
し
て
与
え
て
い
る
価
値
観
に
よ
っ
て
い
る
面
も
無
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
論
証
し
て
み
た
い
。
そ
し

て
も
し
こ
の
論
点
が
認
め
ら
れ
る
の
な
ら
、
鄭
玄
と
孫
詒
讓
ら
後
世
の
経
学
者
た
ち
の
『
周
礼
』
解
釈
の
相
違
は
、「
古
」
と
「
今
」
の
異
な
る
捉
え
方
も
重

要
な
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
古
」
と
「
今
」
へ
の
認
識
は
、
儒
教
の
経
書
解
釈
を
根
本
か
ら
規
定
し
て
お
り
、
経
学
と
は
ど
う
い
う
性
格
の
知
的
活
動
で

あ
る
の
か
を
我
々
に
示
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
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李
鼎
祚
『
周
易
集
解
』
の
流
伝
に
つ
い
て	

藤
田　

衛
（
広
島
大
学
）

　

本
発
表
は
、
唐
・
李
鼎
祚
撰
『
周
易
集
解
』
の
流
伝
の
仕
方
と
、
そ
の
各
版
本
の
特
徴
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
『
周
易
集
解
』
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
漢
か
ら
唐
ま
で
の
易
注
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
。
そ
の
収
録
さ
れ
て
い
る
易
注
の
ほ
と
ん
ど
が
散
逸
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、『
周
易
集
解
』
は
漢
か
ら
唐
代
ま
で
の
易
解
釈
を
知
る
上
で
貴
重
な
書
物
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
『
周
易
集
解
』
に
は
、
一
つ
の

問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
周
易
集
解
』
の
版
本
に
よ
っ
て
見
過
ご
す
こ
と
の
で
き
な
い
ほ
ど
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
周
易
集

解
』
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
版
本
の
系
統
と
特
徴
の
把
握
が
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　
『
周
易
集
解
』
の
完
本
で
残
る
最
も
古
い
版
本
は
、
明
嘉
靖
三
十
六
年
（
一
五
五
七
年
）、
朱
陸
㮮
が
刊
刻
し
た
聚
楽
堂
本
で
あ
る
。
朱
陸
㮮
は
、
李
開
先

（
一
五
〇
二
年
―
一
五
六
八
年
）
か
ら
得
た
宋
本
を
刻
し
て
伝
え
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
、
肝
心
の
宋
本
は
完
本
と
し
て
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
た

だ
、
毛
晋
汲
古
閣
旧
蔵
の
南
宋
嘉
定
大
字
本
が
、
清
朝
滅
亡
後
、
海
外
に
流
出
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
国
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
、
戦
後
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ヤ
ギ

ェ
ウ
ォ
大
学
の
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
図
書
館
に
そ
の
巻
八
～
巻
十
ま
で
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
近
年
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
国
立
図
書
館
が

五
巻
か
ら
十
巻
ま
で
の
ま
さ
に
汲
古
閣
旧
蔵
の
嘉
定
大
字
本
の
書
影
を
ウ
ェ
ブ
上
で
公
開
し
た
。
八
巻
か
ら
十
巻
ま
で
は
ヤ
ギ
ェ
ウ
ォ
図
書
館
所
蔵
本
を
利

用
し
た
の
だ
と
推
さ
れ
る
が
、
五
巻
～
七
巻
ま
で
は
新
出
の
部
分
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
宋
刻
本
か
ら
明
刻
本
へ
の
継
承
関
係
が
よ
り
正
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
版
本
に
よ
る
文
字
の
異
同
の
原
因
の
一
つ
に
、
恵
棟
の
校
訂
が
あ
る
。
盧
見
曾
『
雅
雨
堂
叢
書
』
所
収
の
『
周
易
集

解
』
は
、
恵
棟
の
校
訂
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
恵
棟
の
校
訂
が
、
ど
の
程
度
、
そ
れ
以
降
の
版
本
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
新
た

に
公
開
さ
れ
た
嘉
定
大
字
本
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、『
周
易
集
解
』
の
版
本
の
系
統
と
特
徴
を
考
察
す
る
。
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北
宋
初
期
に
お
け
る
「
注
疏
の
学
」
―
邢
昺
『
論
語
正
義
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て	

王
孫　

涵
之
（
京
都
大
学
大
学
院
）

　

北
宋
初
期
、
太
宗
年
間
か
ら
真
宗
年
間
に
か
け
て
（
九
七
六
～
一
〇
二
二
年
）、
新
統
一
国
家
の
成
立
に
伴
い
、
経
書
の
校
定
や
編
纂
と
い
っ
た
文
教
統
一

政
策
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
の
一
つ
が
邢
昺
の
編
纂
し
た
『
論
語
』『
孝
経
』『
爾
雅
』
三
正
義
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、『
論
語
正
義
』
の
編
纂
の
際
に
底
本

と
さ
れ
た
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
は
現
存
し
て
い
る
た
め
、
両
者
の
文
字
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
邢
昺
の
編
纂
方
針
を
窺
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
『
論
語
正
義
』
の
編
纂
に
関
し
て
、『
五
経
正
義
』
と
一
致
す
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
点
が
、
野
間
文
史
氏
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
由
来
が
劉

炫
『
論
語
述
議
』
と
『
五
経
正
義
』
の
い
ず
れ
に
あ
る
か
は
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
な
ぜ
皇
侃
『
義
疏
』
で
は
な
く
劉
炫
『
述
議
』

や
『
五
経
正
義
』
の
解
説
を
用
い
た
の
か
、
と
い
う
、
邢
昺
の
思
想
背
景
は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。『
論
語
正
義
』
の
み
な
ら
ず
、『
爾
雅
正
義
』
も
ま

た
同
様
に
『
五
経
正
義
』
を
踏
襲
し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
う
氏
の
研
究
を
考
慮
す
れ
ば
、
邢
昺
の
背
後
に
は
『
五
経
正
義
』
を
中
心
に
据
え
る
学
問
体
系

を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、『
五
経
正
義
』
成
立
以
来
、
科
挙
制
度
に
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
経
書
講
義
で
国
定
の
注
・
疏
を
墨
守
す
る
と
い

う
、
い
わ
ゆ
る
「
注
疏
の
学
」（
宋
・
呉
曾
『
能
改
斎
漫
録
』
巻
二
）
を
体
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
は
、『
論
語
正
義
』
の
編
纂
を
め
ぐ
っ
て
、
唐
宋
期
の
経
学
と
科
挙
の
資
料
と
を
合
わ
せ
て
、
北
宋
初
期
に
お
け
る
「
注
疏
の
学
」
の
構
造
と
そ
の

性
格
を
論
じ
た
い
。
そ
の
上
で
、「
注
疏
の
学
」
は
そ
れ
以
降
の
宋
代
経
学
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
、
経
学
の
歴
史
上
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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学
者
と
し
て
の
梁
啓
超
―
日
中
の
新
資
料
か
ら
見
た
晩
年
の
梁
啓
超
像	

張　

淑
君
（
広
島
大
学
大
学
院
）

　

今
日
に
至
る
ま
で
、
梁
啓
超
に
関
す
る
研
究
は
多
方
面
に
お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
た
だ
し
、
学
者
と
し
て
の
梁

啓
超
、
つ
ま
り
一
九
二
一
年
以
後
の
晩
年
の
梁
啓
超
に
関
す
る
研
究
は
比
較
的
少
な
く
、
ま
た
、
そ
の
多
く
は
梁
啓
超
の
思
想
の
変
化
及
び
東
西
文
明
に
対

す
る
認
識
の
変
化
や
彼
の
史
学
観
な
ど
を
中
心
と
し
た
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
近
年
、
梁
啓
超
に
関
す
る
資
料
の
整
理
が
進
め
ら
れ
る
に
つ
れ
て
、
学
術
研
究
に
対
す
る
晩
年
の
梁
啓
超
の
考
え
方
が
よ
う
や
く
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。
発
表
者
は
、
国
立
国
会
図
書
館
や
早
稲
田
大
学
附
属
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
る
文
献
を
調
査
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
梁
啓
超

に
関
す
る
資
料
を
新
た
に
発
見
し
た
が
、
そ
の
中
に
は
、
日
本
の
知
識
人
が
学
者
と
し
て
の
梁
啓
超
に
言
及
し
た
も
の
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
こ
れ
ら

の
新
出
資
料
は
既
存
資
料
と
合
わ
せ
て
読
ん
で
み
る
こ
と
で
、
学
術
に
対
す
る
晩
年
の
梁
啓
超
の
態
度
や
、
日
本
及
び
中
国
で
学
者
と
し
て
活
動
し
た
彼
に

対
す
る
評
価
に
よ
り
深
く
考
察
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

発
表
者
は
ま
ず
、
近
時
に
整
理
さ
れ
た
晩
年
の
梁
啓
超
の
書
簡
、
と
く
に
息
子
の
梁
思
成
及
び
そ
の
妻
林
徽
因
に
宛
て
た
手
紙
と
、
彼
自
身
の
日
記
に
考

察
を
加
え
、
清
華
大
学
国
学
研
究
院
で
「
四
大
導
師
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
梁
啓
超
が
、
学
術
研
究
や
大
学
教
育
に
対
し
て
、
如
何
な
る
考
え
方
を
持
っ

て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
考
え
た
。
ま
た
、
晩
年
の
梁
啓
超
と
日
中
の
知
識
人
と
の
交
流
に
つ
い
て
整
理
し
、
日
本
で
も
出
版
・
翻
訳
が
行
わ
れ

た
彼
の
著
作
、
と
く
に
『
清
代
学
術
概
論
』
と
『
中
国
歴
史
研
究
法
』
の
二
冊
を
取
り
上
げ
、
学
者
と
し
て
の
梁
啓
超
が
日
中
の
学
術
界
に
如
何
な
る
影
響

を
与
え
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
既
存
の
資
料
と
発
表
者
が
新
た
に
発
見
し
た
資
料
を
総
合
的
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
晩
年
の
梁
啓
超
の
学
術
活
動
に
つ
い
て
明
ら
か

と
な
っ
た
点
を
述
べ
た
い
。
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葛
洪
の
人
間
観
に
つ
い
て
―
尚
賢
思
想
を
中
心
に
―	

臧　

魯
寧
（
京
都
大
学
大
学
院
）

　
『
抱
朴
子
』
外
篇
は
、
葛
洪
（
二
八
三
～
三
四
三
？
）
が
自
分
の
政
治
思
想
や
社
会
思
想
を
幅
広
く
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
独
特
な
創
見
は
少
な
い
も
の

と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
を
通
覧
す
れ
ば
、
葛
洪
が
自
分
の
人
間
観
、
特
に
人
材
登
用
の
重
要
性
な
ら
び
に
鑑
識
・
登
用
の
方
法
に
力
を

入
れ
て
論
じ
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
一
見
関
係
の
無
い
篇
に
お
い
て
も
、
葛
洪
の
人
間
観
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
葛
洪
の
人
間
観
が
単
に
外

篇
だ
け
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
内
篇
に
お
い
て
も
散
見
し
、
さ
ら
に
そ
れ
は
葛
洪
の
修
行
法
に
も
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
葛
洪
の
思
想
の
メ
イ
ン
テ

ー
マ
の
一
つ
と
も
い
え
よ
う
。
発
表
者
は
、
葛
洪
の
人
間
観
の
一
側
面
と
し
て
、『
抱
朴
子
』
外
篇
に
お
け
る
尚
賢
思
想
に
注
目
す
る
。

　

本
発
表
は
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
葛
洪
の
尚
賢
思
想
の
内
容
を
把
握
し
た
上
で
、
下
記
の
二
つ
の
側
面
か
ら
考
察
を
行
う
。
尚
賢
思
想
は
歴
史
が
古
く
、

儒
家
思
想
に
関
係
す
る
文
献
の
ほ
か
、『
墨
子
』
や
『
太
平
経
』
に
も
見
え
て
お
り
、
本
発
表
は
ま
ず
、
そ
れ
ら
の
文
献
を
検
討
し
、
葛
洪
の
尚
賢
思
想
と
の

異
同
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
思
想
の
関
係
及
び
特
質
を
論
じ
る
。
ま
た
、
後
漢
と
魏
晋
時
代
の
人
材
登
用
制
度
の
弊
害
が
露
呈
し
つ
つ
あ
る
と
い

う
社
会
背
景
の
も
と
で
、
葛
洪
の
尚
賢
思
想
の
意
義
を
考
え
る
。
以
上
の
考
察
を
も
と
に
、
思
想
的
系
譜
と
社
会
的
意
義
と
の
観
点
か
ら
、『
抱
朴
子
』
外
篇

に
み
え
る
尚
賢
思
想
の
六
朝
思
想
史
上
に
お
け
る
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
。
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碧
霞
元
君
関
連
宝
巻
か
ら
見
る
明
末
清
初
の
北
京
の
民
間
信
仰	

二
ノ
宮　

聡
（
関
西
大
学
非
常
勤
講
師
）

　

碧
霞
元
君
は
泰
山
の
主
神
・
東
岳
大
帝
の
娘
と
さ
れ
る
女
神
で
あ
り
、
人
々
の
心
願
成
就
、
病
気
平
癒
、
子
孫
繁
栄
を
司
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
信
仰
は
宋

代
に
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
明
代
以
降
、
山
東
や
北
京
を
中
心
と
す
る
華
北
一
帯
で
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た
。
神
格
の
起
源
は
、
北
宋
の
真
宗
皇
帝
が
泰
山
に
巡

幸
し
た
折
、
山
頂
付
近
で
発
見
し
た
玉
女
像
を
祀
り
、
碧
霞
元
君
の
封
号
を
与
え
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
だ
が
、
史
実
に
碧
霞
元
君
の
由
来
に
関

す
る
記
述
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
ま
だ
に
不
明
な
点
が
多
く
残
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
神
格
の
起
源
に
関
し
て
は
未
解
明
の
問
題
が
多
々
残
さ
れ
る
が
、
民
間
の
信
仰
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、
明
代
後
期
の
泰
山
で
は
す
で
に
東

岳
大
帝
を
し
の
ぐ
ほ
ど
の
香
火
を
集
め
、
民
衆
の
支
持
を
得
て
い
た
。

　

一
方
、
北
京
で
は
明
代
に
信
仰
が
伝
わ
る
と
貴
族
の
婦
女
を
中
心
に
信
仰
さ
れ
、
次
第
に
民
間
へ
と
広
ま
っ
た
。
特
に
清
代
中
期
以
降
に
な
る
と
、
東
郊

の
丫
髻
山
、
西
郊
の
妙
峰
山
、
さ
ら
に
五
箇
所
の
廟
（
五
頂
）
が
有
名
な
碧
霞
元
君
廟
と
し
て
知
ら
れ
、
民
国
時
期
ま
で
大
規
模
な
廟
会
が
開
催
さ
れ
た
。

近
年
、
各
地
で
廟
会
が
復
興
さ
れ
る
に
伴
い
、
北
京
の
碧
霞
元
君
信
仰
に
関
す
る
研
究
も
活
況
を
み
せ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
一
九
二
五
年
に
顧
頡
剛
が

実
施
し
た
妙
峰
山
廟
会
調
査
を
基
に
、
比
較
的
資
料
の
豊
富
な
清
代
後
期
か
ら
民
国
時
期
の
状
況
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
現
在
の
廟
会
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。

よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
従
来
の
研
究
で
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
て
い
な
い
明
末
清
初
の
北
京
で
の
碧
霞
元
君
信
仰
に
つ
い
て
、
民
間
に
流
布
し
て
い
た
碧
霞
元

君
に
関
す
る
宝
巻
に
着
目
し
検
討
す
る
。
例
え
ば
『
霊
応
泰
山
娘
娘
宝
巻
』
は
、
明
万
暦
年
間
に
黄
天
教
の
経
典
と
し
て
北
京
で
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
た
め

九
娘
娘
な
ど
北
京
特
有
の
信
仰
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
る
。
同
じ
く
万
暦
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
『
続
道
藏
』
に
収
録
さ
れ
る
『
碧
霞
元
君
護
国
庇
民
普
済
保
生

妙
経
』
で
は
、
人
々
を
罪
業
か
ら
救
う
と
い
っ
た
東
岳
大
帝
の
職
掌
に
近
い
面
が
強
調
さ
れ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
経
典
を
手
が
か
り
に
、
東
岳
大
帝
か
ら

碧
霞
元
君
へ
と
い
う
泰
山
信
仰
の
変
遷
過
程
、
さ
ら
に
民
衆
の
信
仰
活
動
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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鬼
と
疫
病
の
関
係
再
考	

董　

伊
莎
（
関
西
大
学
大
学
院
）

　

中
国
史
上
に
お
い
て
「
厲
鬼
」
は
後
嗣
が
な
か
っ
た
り
、
凶
死
な
ど
の
原
因
に
よ
っ
て
災
い
を
も
た
ら
し
た
り
す
る
人
鬼
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
性
格
に

関
し
て
は
一
般
に
疫
病
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
疫
病
を
も
た
ら
す
人
鬼
由
来
の
鬼
神
は
厲
鬼
的
要
素
を
持
つ
も
の
の
、
信

仰
の
展
開
に
お
い
て
そ
の
神
格
が
厲
鬼
的
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
、
正
当
化
さ
れ
た
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
厲

鬼
イ
コ
ー
ル
疫
病
鬼
神
と
と
ら
え
る
の
は
正
し
く
な
い
。 

一
方
、
冤
罪
に
よ
っ
て
死
ん
だ
人
鬼
が
天
に
訴
え
る
こ
と
で
疫
病
を
引
き
起
こ
す
ケ
ー
ス
も
あ

る
。
天
罰
思
想
に
も
と
づ
い
て
冤
死
者
と
災
異
が
結
び
つ
く
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
疫
病
を
引
き
起
こ
す
力
を
持
つ
の
は
冤
死
者
で
は
な
く
天
で
あ
り
、
人

鬼
は
疫
病
鬼
神
と
し
て
は
微
力
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
厲
鬼
に
対
す
る
祭
祀
は
早
く
も
『
礼
記
』
祭
法
篇
に
記
さ
れ
た
七
祀
・
五
祀
・
三
祀
の
中
に
見
え
る
。
そ
こ
で
は
後
嗣
の
な
い
人
鬼
を
厲
と

い
い
、
王
、
諸
侯
、
大
夫
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
ご
と
に
「
泰
厲
」「
公
厲
」「
族
厲
」
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
後
嗣
の
な
い
人
鬼
を
同
じ
階
級
に
属
す
る
者

が
そ
の
肉
親
に
代
わ
っ
て
祭
祀
す
る
と
い
う
。
し
か
し
、『
礼
記
』
に
お
い
て
厲
の
神
格
は
善
悪
で
あ
る
の
か
否
か
、
災
い
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
か

に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
種
の
「
厲
祭
」
は
そ
の
後
、
後
漢
末
頃
か
ら
唐
に
か
け
て
中
断
し
て
い
た
が
、
唐
の
開
元
年
間
に
再
び

復
活
し
、
以
後
絶
え
る
こ
と
な
く
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
明
代
に
な
る
と
、
厲
の
祭
祀
は
七
祀
や
五
祀
か
ら
独
立
し
、「
泰
厲
」「
国
厲
」「
郡
邑
厲
」「
郷
厲
」

の
四
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
こ
こ
に
は
厲
鬼
が
地
域
範
囲
（
国
・
郡
邑
・
郷
）
で
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
新
た
な
厲
祭
の
形
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
祭
文
を

見
る
と
、
厲
鬼
は
鬼
神
世
界
の
組
織
の
も
と
で
管
理
さ
れ
、
弱
い
存
在
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
疫
病
鬼
神
の
神
格
や
天
罰
思
想
の
構
造
か
ら
見
れ
ば
、
厲
鬼
と
疫
病
の
関
係
は
自
明
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
通
常
の
厲
鬼
は
血
縁
や
地

縁
に
よ
っ
て
組
織
化
さ
れ
、
疫
病
と
の
関
係
は
特
に
注
目
さ
れ
ず
、
力
を
持
つ
鬼
神
と
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
中
国
に
お
け
る
厲
鬼
の

存
在
を
め
ぐ
っ
て
整
理
を
ほ
ど
こ
す
と
と
も
に
、
一
般
人
鬼
や
厲
祭
の
あ
り
方
を
考
慮
し
つ
つ
、
厲
鬼
の
神
格
と
疫
病
と
の
関
係
を
再
検
討
し
て
み
た
い
。
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病
と
巫

―
「
與
鬼
交
」
を
中
心
に	

孫　

瑾
（
広
島
大
学
大
学
院
）

　

発
表
者
は
「
與
鬼
交
」（
鬼
、
神
、
鬼
神
、
鬼
物
、
邪
物
な
ど
の
も
の
と
交
わ
る
）
を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
国
伝
統
医
学
に
お
い
て
、
魏
晋

南
北
朝
以
降
に
現
れ
、
主
に
女
性
に
起
こ
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
の
病
気
で
あ
る
。
そ
の
症
状
は
情
緒
の
異
常
、
恍
惚
、
鬼
神
の
姿
が
見
え
、
鬼
神
の
声
が
聞
こ

え
、
或
い
は
鬼
神
に
憑
依
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
含
む
が
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
な
い
。

　

発
表
者
は
こ
れ
ま
で
魏
晋
か
ら
隋
唐
ま
で
の
医
学
文
献
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
当
時
「
與
鬼
交
」
に
対
し
て
合
理
的
な
解
釈
に
様
々
な
努
力
が
行
わ

れ
た
が
、
結
局
そ
の
病
気
を
完
全
に
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
医
学
文
献
で
も
呪
術
治
療
な
ど
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
江
蘇
省
中
部
沿
海
地
域
で

「
與
鬼
交
」
と
同
質
の
病
気
及
び
呪
術
治
療
の
現
存
例
が
見
つ
か
り
、
発
表
者
は
そ
れ
に
つ
い
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
こ
の
種
の
病
気
の
呪
術
治

療
は
当
地
で
主
に
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
存
し
て
い
る
。
一
つ
は
患
者
の
体
に
憑
依
し
て
祟
り
を
為
す
も
の
（
多
く
の
場
合
は
死
霊
）
を
払
い
出
す
こ
と
で
あ

る
。
も
う
一
つ
は
患
者
に
憑
依
す
る
も
の
（
多
く
の
場
合
は
神
）
と
共
存
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
医
学
文
献
に
記
さ
れ
て
い
る
呪
術
治
療
は
み
な
前
者
と
同

じ
立
場
で
あ
り
、
後
者
に
関
す
る
記
録
は
殆
ど
見
え
な
い
。
ま
た
、
後
者
の
パ
タ
ー
ン
の
治
療
を
受
け
た
患
者
が
、
鬼
神
と
交
流
す
る
能
力
を
得
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
例
も
見
ら
れ
、
後
者
の
パ
タ
ー
ン
は
医
学
文
献
以
外
の
世
界
、
即
ち
巫
文
化
と
の
関
連
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
（
実
は
「
與

鬼
交
」
と
い
う
語
は
、
他
の
文
献
に
巫
の
能
力
を
示
す
例
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
）。

　

本
発
表
で
は
文
献
的
考
察
に
基
づ
き
、
人
類
学
の
先
行
研
究
を
も
利
用
し
、
病
気
と
さ
れ
る
「
與
鬼
交
」
と
巫
と
の
関
連
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。



―41―

特
別
講
演
会　

中
国
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ　
〔
共
催　

K
U
-O
RCA

S

（
関
西
大
学
ア
ジ
ア
・
オ
ー
プ
ン
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
）〕

　

近
年
、
中
国
関
係
文
献
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
が
世
界
的
規
模
で
進
行
し
て
い
る
。
多
く
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
、
中
国
研
究
に
極
め

て
有
益
な
環
境
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
日
本
の
場
合
、
諸
外
国
に
比
べ
て
若
干
遅
れ
気
味
な
状
況
に
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
日
本
に
お
け
る
中
国

研
究
の
最
大
の
学
会
組
織
で
あ
る
日
本
中
国
学
会
が
先
頭
に
立
っ
て
積
極
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
化
に
乗
り
出
す
時
期
に
来
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
今
回
の
年
次
大
会
で
は
「
中
国
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
」
と
銘
打
っ
て
、
以
下
の
よ
う
な
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
け
る
こ
と
と
し
た
。

　

趣
旨
説
明　

内
田　

慶
市
（
関
西
大
学
）

　
　
　
　

東
ア
ジ
ア
文
献
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
の
現
状
とK

U
-O
RCA

S

の
目
指
す
も
の

　

講
演

　
　

一
、
鄭　

傑
文
（
山
東
大
学
国
際
漢
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
「
全
球
漢
籍
合
璧
工
程
」

　
　

二
、
師　

茂
樹
（
花
園
大
学
）

　
　
　
　
　
「
東
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
実
際
」

　
　

三
、
安
岡　

孝
一
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

　
　
　
　
　
「
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
漢
文
の
文
法
解
析
」
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講
師
紹
介

鄭　

傑
文

　

山
東
大
学
講
席
教
授
、
文
学
博
士
。
中
華
文
学
史
料
学
学
会
副
会
長
、
古
代
文
学
文
献
研
究
会
会
長
を
兼
ね
る
。
先
秦
諸
子
お
よ
び
上
古
文
献
研
究

に
従
事
し
、
中
国
教
育
部
の
中
国
高
校
人
文
社
科
研
究
著
作
一
等
賞
な
ど
を
受
賞
。
著
作
に
『
中
国
墨
学
通
史
』（
人
民
出
版
社
）、『
戦
国
策
文
新
論
』

（
山
東
人
民
出
版
社
）、『
穆
天
子
伝
通
解
』（
山
東
文
芸
出
版
社
）
な
ど
。

　

ま
た
「
中
華
古
籍
保
護
計
画
」
の
中
の
国
家
重
点
文
化
工
程
「
全
球
漢
籍
合
璧
工
程
」
の
責
任
者
と
し
て
、
国
内
外
の
三
百
余
名
の
研
究
者
の
協
力

の
も
と
、「
全
球
漢
籍
目
録
」、「
全
球
漢
籍
珍
本
」
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
十
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

師　

茂
樹

　

早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
卒
、
東
洋
大
学
大
学
院
修
了
。
博
士
（
文
化
交
渉
学
、
関
西
大
学
）。
現
在
、
花
園
大
学
教
授
。
専
門
は
仏
教
学
（
東
ア
ジ

ア
唯
識
思
想
、
仏
教
論
理
学
）、
人
文
情
報
学
（
東
洋
学
へ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
）。

　

単
著
と
し
て
『
論
理
と
歴
史
：
東
ア
ジ
ア
仏
教
論
理
学
の
形
成
と
展
開
』（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
五
年
）、『『
大
乗
五
蘊
論
』
を
読
む
』（
春
秋

社
、
二
〇
一
五
年
）、
共
著
と
し
て
漢
字
文
献
情
報
処
理
研
究
会
編
『
電
脳
中
国
学
入
門
』（
好
文
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
同
編
『
人
文
学
と
著
作
権
問

題
：
研
究
・
教
育
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
』（
好
文
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
。

安
岡　

孝
一

　

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
情
報
工
学
専
攻
を
修
了
、
京
都
大
学
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
助
手
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
漢
字
情
報
研

究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
な
ど
を
経
て
、
現
在
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
附
属
東
ア
ジ
ア
人
文
情
報
学
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
京
都
大
学
博
士
（
工
学
）。
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漢
字
コ
ー
ド
設
計
論
を
端
緒
に
漢
字
文
献
の
情
報
処
理
研
究
を
進
め
、
現
在
、
古
典
中
国
語
（
漢
文
）
の
自
動
文
法
解
析
の
研
究
に
従
事
。
著
書
に

『
文
字
符
号
の
歴
史

―
欧
米
と
日
本
編
』（
共
立
出
版
）、『
日
本
・
中
国
・
台
湾
・
香
港
・
韓
国
の
常
用
漢
字
と
漢
字
コ
ー
ド
』（
京
都
大
学
）、『
古
典

中
国
語U

niversal D
ependencies

で
読
む
『
孟
子
』』（
京
都
大
学
）
な
ど
。
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
次
世
代
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）

　
　

近
世
『
家
礼
』
研
究

―
文
献
と
儀
礼
実
践
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

○
橋
本　

秀
美
（
青
山
学
院
大
学
）

葉　
　

純
芳
（
北
京
大
学
）

新
田　

元
規
（
徳
島
大
学
）

松
川　

雅
信
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

韓　
　

淑
婷
（
九
州
大
学
大
学
院
）

　

近
三
十
年
、『
家
礼
』
研
究
は
漸
く
盛
ん
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
八
〇
年
代
か
ら
近
世
家
族
制
の
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
た
パ
ト
リ
シ
ア
・

イ
ー
ブ
リ
ー
（Patricia Buckley Ebrey
）
氏
が
一
九
九
一
年
に
『
家
礼
』
の
英
訳
と
共
に
、『
家
礼
』
系
著
作
と
社
会
文
化
と
の
関
係
を
論
じ
た
重
要
著

作
を
公
表
し
、
そ
の
後
も
二
〇
〇
八
年
の
ニ
コ
ラ
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
（N

icolas Standaert

）
氏
の
明
末
清
初
の
葬
礼
に
関
す
る
著
作
な
ど
、
成
果
は
少

な
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
研
究
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
重
点
を
置
い
て
、
社
会
の
維
持
あ
る
い
は
変
化
が
如
何
に
起
こ
っ
て
い
た
か
を
議
論
し
て
い

る
。
西
洋
か
ら
見
る
と
、
中
国
は
ま
ず
巨
大
な
一
文
明
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
一
六
世
紀
の
宣
教
師
た
ち
は
、
こ
の
巨
大
な
国
が
如
何
に
し
て
一
つ
の
社

会
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
に
強
烈
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
中
国
各
地
か
ら
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
ま
で
、
人
人
の
口
頭
言
葉
は
通
じ
な
い
が
、

文
書
を
通
じ
て
意
思
の
疎
通
が
出
来
て
い
る
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
の
中
国
研
究
に
お
い
て
、
地
方
末
端
の
行
政
の
現
場
か
ら
国
家
中

枢
ま
で
、
地
理
的
に
も
行
政
的
に
も
異
常
に
大
き
な
距
離
を
持
つ
中
国
に
お
い
て
、
情
報
伝
達
が
如
何
に
行
わ
れ
て
い
た
の
か
、
が
一
つ
の
大
き
な
焦
点
と

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
創
始
者
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
か
ら
ク
ー
ン
（Philip A

lden K
uhn

）
の
『
叫
魂
』
ま
で
一
貫
し
て
い
る
。
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「
中
国
」
の
存
在
を
無
意
識
の
前
提
と
し
て
い
る
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
の
研
究
者
は
、『
四
書
五
経
』
や
『
資
治
通
鑑
』
に
代
表
さ
れ
る
中
国
古
典
文
献

を
学
ぶ
こ
と
で
、「
中
国
」
に
関
す
る
諸
概
念
を
内
面
化
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、「
中
国
」
的
社
会
の
在
り
方
そ
の
も
の
を
問
う
こ
と
な
く
、
文
献
の
内
容

と
概
念
化
さ
れ
た
社
会
制
度
を
直
接
に
対
比
し
て
、
静
態
的
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
こ
と
に
満
足
し
が
ち
で
あ
る
。
中
国
と
朝
鮮
・
日
本
と
の
共
通
性
と
差

異
の
問
題
も
軽
視
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
こ
の
点
、
我
我
は
ア
メ
リ
カ
の
研
究
に
学
ぶ
べ
き
で
あ
り
、
現
在
少
な
か
ら
ぬ
若
手
研
究
者
が
そ
の
よ
う
な
関
心
か

ら
研
究
を
進
め
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
は
、
今
回
学
会
の
主
催
校
代
表
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
吾
妻
教
授
が
目
覚
し
い
成
果
を
挙
げ
て
こ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
所
で
あ
る
。

『
家
礼
』
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
朝
鮮
・
日
本
・
ベ
ト
ナ
ム
へ
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら
、
関
係
の
研
究
は
少
な
く
な
い
。
但
し
、
か
つ
て
は
『
家

礼
』
は
日
本
に
お
い
て
大
き
な
影
響
を
持
た
な
か
っ
た
と
す
る
見
方
が
主
流
で
あ
り
、
近
年
よ
う
や
く
資
料
の
発
掘
と
研
究
が
進
ん
で
き
て
い
る
所
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
は
、
研
究
者
の
層
が
厚
く
、
研
究
論
文
は
数
知
れ
な
い
が
、
と
り
わ
け
明
清
期
の
儀
礼
実
践
に
関
す
る
論
考
は
参
考
価
値
が
高
い
と
思
わ
れ

る
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
近
世
に
お
け
る
『
家
礼
』
受
容
の
研
究
で
重
要
な
新
成
果
を
挙
げ
続
け
て
い
る
松
川
・
韓
両
氏
と
、
明
末
清
初
の
礼
を

め
ぐ
っ
て
文
献
と
思
想
と
社
会
形
成
の
間
の
関
係
を
研
究
し
て
い
る
新
田
氏
、
更
に
後
世
の
『
家
礼
』
の
祖
本
と
な
っ
た
楊
復
注
に
注
目
す
る
葉
氏
に
そ
れ

ぞ
れ
研
究
成
果
を
発
表
し
て
頂
く
。
同
じ
く
『
家
礼
』
を
主
軸
と
す
る
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
研
究
対
象
の
特
質
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
分
析
の
視
点
も
異

な
っ
て
い
る
か
ら
、
相
互
観
察
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
や
視
角
を
探
る
討
論
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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特
別
展
「
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
漢
籍
」

　
　
　
　
　
　

会
場　

関
西
大
学
総
合
図
書
館
一
階　

展
示
室

　
　
　
　
　
　

期
間　

九
月
二
十
六
日
（
木
）
九
時
半
～
十
月
十
五
日
（
火
）
十
七
時

　

こ
の
度
、
日
本
中
国
学
会
第
七
十
一
回
大
会
の
開
催
に
因
ん
で
、
九
月
二
十
六
日
（
木
）
よ
り
十
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
「
関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貴

重
漢
籍
」
と
題
す
る
展
示
会
を
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合
図
書
館
一
階
展
示
室
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
石
濱
純
太
郎
・
増
田
渉
・
大
庭
脩
な
ど
歴
代
の
関
大
教
授
や
図
書
館
長
の
努
力
に
よ
り
、
関
西
大
学
図
書
館
に
は
中
国
研
究
関
係
の

貴
重
文
庫
や
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
多
く
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
研
究
者
に
活
用
さ
れ
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し

て
、
唐
玄
宗
の
「
石
台
孝
経
」
の
拓
本
を
は
じ
め
、
孝
経
刊
本
計
四
百
八
十
三
部
を
収
蔵
す
る
わ
が
国
屈
指
の
『
孝
経
』
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
玄
武
洞
文
庫
」、

南
宋
の
「
経
律
異
相
巻
第
二
」（
梁
武
帝
の
勅
を
奉
じ
て
僧
旻
等
が
撰
集
し
た
も
の
を
釈
宝
唱
な
ど
が
勅
命
に
よ
っ
て
増
補
改
編
）
を
収
め
る
「
吉
田
（
伊
三

郎
）
文
庫
」、
清
朝
の
四
庫
全
書
の
原
本
（
文
溯
閣
所
蔵
の
三
点
）
や
章
学
誠
『
章
氏
遺
書
』
を
架
蔵
す
る
「
内
藤
（
湖
南
）
文
庫
」、
四
庫
全
書
の
原
本
（
文

瀾
閣
所
蔵
の
一
点
）
や
貴
重
和
刻
本
を
有
す
る
書
誌
学
の
第
一
人
者
長
澤
規
矩
也
の
「
長
澤
文
庫
」、
一
九
三
一
年
に
魯
迅
の
上
海
自
宅
で
魯
迅
に
よ
る
個
人

授
業
を
受
け
て
い
た
東
大
出
身
の
増
田
渉
所
有
の
魯
迅
手
沢
本
や
西
学
東
漸
関
連
書
籍
を
多
数
収
め
る
「
増
田
文
庫
」
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
南
宋
版
『
尚

書
註
疏
』
を
含
む
豊
富
な
和
漢
古
書
を
収
め
る
近
世
日
本
文
学
の
第
一
人
者
中
村
幸
彦
の
「
中
村
文
庫
」、
関
西
大
学
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
り
近
世
近
代
大

阪
漢
学
の
重
鎮
・
泊
園
書
院
の
「
泊
園
文
庫
」
も
本
学
の
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

　

今
回
の
展
示
は
、
以
上
に
挙
げ
た
代
表
的
典
籍
の
一
部
と
と
も
に
、
内
藤
文
庫
な
ど
に
所
蔵
の
代
表
的
書
画
（
た
と
え
ば
、
五
四
運
動
期
の
教
育
総
長
を

務
め
た
民
国
前
期
の
大
蔵
書
家
傅
増
湘
が
内
藤
の
還
暦
を
祝
う
た
め
に
描
い
た
清
代
の
考
証
学
者
銭
大
昕
の
肖
像
な
ど
）
を
合
わ
せ
て
展
示
す
る
予
定
で
す
。

ご
期
待
く
だ
さ
い
。
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大会会場案内図

→

↓

総
合
図
書
館

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
は
駅
北
口
す
ぐ
の
西
門
か
ら
は

入
ら
ず
、
直
進
し
て
正
門
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

第
1
学
舎

4
号
館

5
号
館

1
号
館



―49―



―50―

　大会準備会にメールで、①ご希望の日時、②お子様の人数と
年齢、③申込者氏名、④携帯電話番号、⑤アレルギー物質に関
する情報（該当者のみ）、⑥オムツ替えの要否、あるいはトイ
レ・トレーニングの状況、⑦一時託児など保育経験の有無、の
各項目についてお知らせください。折り返し、メールにて書類
をお送り致します。
　申し込み期限は、 9月27日（金）です。期限を過ぎてのお申
し込みや、事前申し込みなしでのご利用はできませんので、ご
承知おきください。
・予約の変更
　キャンセルや時間の変更などは、早めにご連絡ください。当
日の急な発病などによる変更でも、できる限り対応いたします。

3 ．当日の諸注意
・受付
　大会受付に、託児窓口を設けます。料金をお支払いいただい
た後、担当者が託児室までご案内いたします。原則として、申
込者ご自身にお預け・お迎えをお願いいたします。
・お持ちもの
　 1 �．保護者の身分証明書（運転免許証、健康保険証、母子手
帳等）、受付の名札

　 2 �．あらかじめお送りする「託児利用申込書」（前もってご記
入ください）・「保護者の皆様へ」（資料）

　 3 �．託児に必要なもの（お食事・お飲み物・おやつ・ミルク・
哺乳瓶・おむつ・着替え等）

・お迎え
　原則としてお預けと同じ方でお願いいたします。再度受付に
お越しください。身分証明書をご呈示いただきます。託児室へ
は、担当者が同伴いたします。
・ご注意
　熱がある場合、体調不良の場合は、お預かりできないことが
あります。ご了承ください。
　その他、あらかじめお送りする「保護者の皆様へ」をご覧く
ださい。

4 ．お問い合わせ先
　　大会準備会：japansinology71@hotmail.com
　ご不明の点はご遠慮なくお問い合わせください。



託児室のご案内

　今大会では託児室を設置致します。希望される会員は以下の
要領でお申し込みください。

1 ．概要
・ご利用資格
　本大会に参加される会員で、 0歳児から概ね小学生までのお
子様をお持ちの方。
　＊ご注意＊�0 歳児のお子様の保険については、後掲「保険」

の項目を必ずご確認ください。
・委託先
　関西大学での学会託児に多数の実績のある市民団体に委託し
ます。ご利用申込後に詳細をお知らせいたします。
・開設時間
　10月12日（土） 9：00～18：00
　10月13日（日） 9：00～16：00
・開設場所
　関西大学千里山キャンパス内に開設します。当日受付時にご
案内いたします。
・利用料金
　利用料金は、利用申込の後にお知らせいたします。目安とし
て、昨年度大会の実績を越えない範囲で設定する予定です。
　＊昨年度の実績：
　　半日（午前のみ、もしくは午後のみ）：1,500円／日：3,000円
　利用料金は、当日受付にてお支払いください。
・保険
　万が一の事故に備え、委託先団体が保険に加入しています。
補償については、保険会社の規定の範囲内となります。 0歳児
の方には委託先団体が加入する保険が適用されません。 0歳児
のお子様が万が一事故に遭われた場合は、各ご家庭で加入され
ている保険でご対応いただくことになります。
　なお、日本中国学会並びに関西大学は、事故等に対する責任
を負いかねます。

2 ．お申し込み
・予約方法
　振込用紙での申し込みは受け付けておりません。
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期
　
日
　
二
〇
一
九
年
十
月
十
二
日
（
土
）・
十
三
日
（
日
）

会
　
場
　
関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

日
本
中
国
学
会
　
第
七
十
一
回
大
会
要
項

日
本
中
国
学
会

〈大会会場〉
関西大学千里山キャンパス

【アクセス】
・梅田（大阪）からのアクセス
　　阪急電鉄「梅田」駅から、「北千里」行で「関大前」駅
下車（この間約20分）。または京都「河原町」行（通勤特
急を除く）で「淡路」駅下車、「北千里」行に乗り換えて
「関大前」駅下車。北口から徒歩約 5分。
・地下鉄利用のアクセス
　　大阪メトロ堺筋線が阪急電鉄「淡路」駅を経て「北千
里」行で「関大前」駅に直通しています。
・新幹線「新大阪」駅からのアクセス
　　「新大阪」駅から大阪メトロ御堂筋線「梅田」方面行で
「西中島南方」駅下車、阪急電鉄「南方」駅から「淡路」
駅を経て「関大前」駅下車（この間約30分）。

〒564-8680　大阪府吹田市山手町 3 - 3 -35
関西大学　以文館 3階　KU-ORCAS内

日本中国学会第71回大会準備会
TEL：06-6368-1834　FAX：06-6368-0235

※当日連絡先：050-5891-2043
E-mail　japansinology71@hotmail.com




